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構造家懇談会関西支部設立
（1982 年 2 月）
・定例研究会
　薄肉鉄骨の設計
　先輩構造家に聞く
　PRC の構造設計監理
　地震力に対する基礎設計指針
　構造物評価の現状と問題点

・支部設立総会記念講演会
　大阪の将来を考える
　構造雑感
　建築家と建築デザイン

・PD
　構造家にのぞむ
　建築家から構造家への注文
　( 久徳支部長と安藤忠雄氏との対談 )

・定例研究会
　PC/PRC 構造の現況
　( 訪米調査報告・技術紹介 )

・PD
　明日の構造家は育っているか
・講習
　入門 RC 構造
・定例研究会
　最近の杭工法について

・講演会
　最近の建築鉄骨について
　建築鉄骨の問題点
　建築鉄骨の設計
　溶接技術の最近の進歩と　
今後の動向
　メキシコ地震を考える
・講習会
　建築基礎設計のための
　地盤調査計画指針

・定例研究会
　PRC 構造の特性とコスト
　PRC 構造設計チェックポイント
　PC・PRC 構造設計資料ノート
　PC･PRC 構造設計監理ﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄ
・支部設立 5 周年記念講演会
　木の心
　西と東の技術
・講習会
　入門鉄骨構造　

・定例研究会
　基礎構造における実務上の問題点
　アメリカの建築事情と
　木造建築物の実状

・定例研究会
　制震構造
・講演会
　木の文化・石の文化

・( 社 ) 日本建築構造技術者協会設立
・定例研究会
　ｺﾝｸﾘｰﾄ建築構造物の工業化
　の現状と将来
　

・定例研究会
　建築鉄骨のﾛﾎﾞｯﾄ溶接について
・シンポジウム
　保有耐力を考える
・講習会
　入門 SRC 造

・定例研究会
　建築鉄骨の柱・梁仕口部に
　関する諸問題について
・講習会
　わかりやすい鉄骨監理
　はじめての PC・PRC 構造

・JSCA 京都会　記念講演
　わが国における合成・混合
　構造の研究の動向
・シンポジウム
　立体応力解析

・鉄骨分科会講演会
　柱・梁接合部の合理化を考える
・JSCA 京都会講演会
　最近の鉄骨構造に関連して
・定例研究会
　最近の工業化構法について

・定例研究会
　建築家との関わり
－身近な建物の設計を通じて－
・ゼミナール
　耐震設計に関する研究者と
　実務者の接点について
・京滋会講演会
　最近の RC 造の問題点について

・定例研究会
　阪神淡路大震災からの提言
　（計２回）
・講演会
　SEACC Vision-2000 について
・京滋会講演会
　構造設計のあるべき形－評定・
　評価　地震後の調査などを　　
　通じて感じたこと

・若手技術者育成講座開講
　（以後毎年開催）
・定例研究会
　大阪城天守閣平成の大改修
・京滋会定例研究会
　建築構造システムの考え方

・定例研究会
　これからの耐震改修を考える
・講演会
　性能規定と性能設計
　性能規定に向けての構造性能評価
・京滋会講演会
　構造設計者に何が出来るか
・講和会
　性能規定と性能設計
・地盤系部会研究報告会
　杭基礎の耐震設計を考える

・定例研究会
　性能指向で取り組んだ構造
　設計事例
・講演会
　塔の力学
　地盤の液状化について
・見学と講演
　公団酉島団地住宅

・定例研究会
　伝統木造建築を考える
・講演会
　地震被害と耐震設計
・報告会
　台湾集集地震調査報告会
　JSCA 構造設計規準中間報告

・定例研究会
　阪神・淡路大震災から 5年
・講演会
　免震構造・制震構造－最近の話題
　柱梁接合部の挙動と骨組みの
　保有水平耐力
・公開勉強会
　建築基準法改正の公布に向けて
　改正基準法の告示とｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾂｰﾙ

・定例研究会
　循環型社会としての環境問題
　を考える
・公開勉強会
　改正基準法と日本建築総合
　試験所での性能評価
　杭頭部を剛結しない方法を考える
・講演会
　超高層建築と都市環境

・定例研究会
　基礎設計資料集と新しい基礎の
　制御技術を用いた基礎構造の事例
・兵庫会勉強会
　限界耐力設計の実務と問題点
　コンクリート構造物の耐久性
　建築物の長寿命化と技術対応
　循環型社会における建築生産
・京滋会講演会
　鉄骨造－これからの課題

・定例研究会
　サブストラクチャーの構造
　デザイン
・講習会
　木造軸組みの新しい耐震設計
　と改修事例

・定例研究会
　性能規定型の新しい木造耐震
　設計について
・実務講習会 ( 毎月開催 )
　木造軸組みの新しい耐震設計が
　マスターできる実務講習会開始
・講習会
　木造住宅の耐震設計と耐震改修
　の講習会
　最新の高支持力埋込杭工法
　を考える
・京滋会講演会
　木構造に関する最近の話題

・定例研究会
　耐震工法としての PC・PCa
　の活用
・京滋会講演会
　構造設計の論理化に向かって

・定例研究会
　安心・安全な社会を目指して
　～耐震偽装事件と職業倫理を
　　めぐる問題について～
・奈良会講演会
　金箱温春氏を招いて
・京滋会講演会
　吹抜柱の座屈長さ

・定例研究会
　安心・安全な社会を目指して

PART2
　～住宅・建築物の耐震化と構造
　　法令の改正をめぐる諸問題～

・構造ゼミナール開講

・定例研究会
　安心・安全な社会を目指して

PART3
　～構造設計者の展望は？建築
　　基準法改正から１年を経て～
・講習会
　中国四川地震被災現場視察・
　現地検討会参加報告会
・京滋会講演会
　これからの耐震工学

・定例研究会
　構造デザイン発表会
・講習会
　伝統的な軸組構法を主体とし
　た木造住宅建築物の耐震性能
　評価・耐震補強マニュアル
・講演会
　唐招提寺金堂の保存修理
　JSCA 賞受賞作品にみる空間
　デザインと構造設計
・京滋会講演会
　鉄骨骨組の静的・動的挙動予測

・定例研究会
　構造デザイン発表会
・定期講習会
　新しい建築構造をめざして
・講演会
　JSCA 賞受賞者講演
・京滋会講演会
　関西の地盤構造と設計地震動

・定例研究会
　構造デザイン発表会
・定期講習会
　3.11 東北地方太平洋沖地震と
　長周期地震動
・講習会
　JSCA 賞受賞者講演
・研究会
　大阪府域内陸直下型地震に対
　する建築設計用地震動および
　設計法に関する研究報告会
・拡大分科会
　東京スカイツリーの構造設計
　RC 柱梁接合部の耐震性

・定例研究会
　南海・東南海地震に備えて、構
　造設計者はいかに対応するか
・定期講習会
　東日本大震災から学ぶこと・
　被害の分析と提言
・講習会
　JSCA 賞受賞者講演
・拡大分科会
　ブリヂストンによる免震説明会
　歴史的レンガ組積造プレスト
　レス補強法の開発
　現場溶接について

・定例研究会
　構造デザイン発表会
・定期講習会
　震災に対する構造設計者として
　の取組み
・講演会
　話題の作品および構造実験講演会
・講習会
　一貫構造計算プログラムの特性比較
・拡大分科会
　大野義照大阪大学名誉教授講演会
　大規模な PC 構造物のはなし
　既存地下構造再利用の設計事例と方策

・定例研究会
　構造設計と BIM
　 “BIM なんてこわくない ”
・定期講習会
　阪神淡路大震災から 20 年
・講演会
　震災の記憶 -1995.1.17+20 年 -
・京滋会講演会
　鉄筋コンクリート構造の挑戦

・定例研究会
　非 ( ？ ) 構造部材の構造 ( ？ ) 設計
・定期講習会
　自然の想定外を考える
・講演会
　JSCA 賞受賞者講演
・京滋会講演会
　断層近傍地震動と長周期地震動
　に対する建物の弾塑性極限応答

・定例研究会
　JSCA 関西構造デザイン発表会 
　2016
・定期講習会
　素材と設計・実現象
　コンクリート　鉄　木　土
・講演会
　JSCA 賞受賞者講演
・京滋会講演会
　築くことは生きること

・定例研究会
　JSCA 関西構造デザイン発表会 2017
・定期講習会
　環境循環社会へ　木質構造の魅力

・関西支部設立総会 ・見学会
　大阪城国際文化スポーツセンター
　ポートアイランドスポーツセンター

・パソコン有効利用例に関す
　る座談会
・見学会
　大阪市庁舎
　大阪国際見本市新会場

・第１回 JSCA 関西構造家賞
魚木晴夫、松谷輝雄、和田勉

・業務報酬調査報告会
・見学会
　住友生命
　ホテルニューオータニ大阪ﾋﾞﾙ　　　
　MID ツインタワー
　大阪産業大学
・第２回 JSCA 関西構造家賞
　松岡広之（尼崎市）

・大阪府構造法令専門者制度発足
・見学会
　梅田センタービル
　吉本ビルディング
　大阪府立体育館
　大阪文化服装学院
　千船リバーサイドビラ
・第３回 JSCA 関西構造家賞
　窪田育弘、瀬川輝夫、日下部一一

・見学会
　瀬戸大橋架橋記念館・櫃石島架橋
　東京ドーム
　奈良シルクロード博
　木造格子シェルによるパビリオン

・第４回 JSCA 関西構造家賞
　山田裕治

・海外研修会＠韓国
・見学会　
　高見ﾌﾛｰﾗﾙﾀｳﾝ７番街 15 棟
　( 仮 ) 和泉市立ｺﾐｭﾆﾃｨ体育館
　関西新空港埋立工事

・第５回 JSCA 関西構造家賞
　斎藤幸雄、福本早苗

・( 社 ) 日本建築構造技術者協会
　関西支部設立総会
・記念講演会
　塔の思想、塔のテクノロジー
・海外研修会＠マレーシア
　　　　　　シンガポール
・第６回 JSCA 関西構造家賞
　村沢藤四郎、外村静夫

・海外研修会＠ニューヨーク
・見学会
　大阪東京海上ビル
　大和銀行本店ビル
　武庫川学院中等部プール棟
　開閉屋根
・第７回 JSCA 関西構造家賞
　石田潤一郎、近藤一雄

・出版
　はじめての PC・PRC 構造

・海外研修会＠バルセロナ
　　  セビリア、グラナダ
・第８回 JSCA 関西構造家賞
　向井久夫

・海外研修会＠オーストラリア

・見学会
　弁天町駅前再開発
　関西国際空港
　福岡ドーム
・第９回 JSCA 関西構造家賞
　中川佳久、北村俊次郎、浜田富枝
・サテライト会
　京都会発足

・海外研修会＠ロンドン・パリ
・見学会
　関西新空港ターミナルビル
　キーエンス新大阪ビル

・第 10 回 JSCA 関西構造家賞
　筒井茂行、辻英一

・出版
　空間デザインと構造フォルム

・海外研修会＠ギリシャ

・見学会
　同和火災フェニックスタワー
　松蔭中学体育館
　神戸ﾒﾘｹﾝﾊﾟｰｸｵﾘｴﾝﾀﾙﾎﾃﾙ
・第 11 回 JSCA 関西構造家賞
　該当者なし

・海外研修会＠アトランタ
・見学会
　大阪市中央体育館
　大阪市八幡屋プール
　大阪シティドーム
　大阪市中央卸売市場

・海外研修会＠トルコ

・見学会
　京都駅ビル
　明石海峡大橋

・支部設立 15周年記念事業
　茶の湯とラグタイム・ピアノの夕べ

・JSCA 関西ホームページ開設
・海外研修会＠北欧
・見学会
　旧神戸居留地 15 番館
　澤の鶴資料館
　アジア太平洋インポートマート
　JR 九州小倉駅ビル

・SEWC'98 と米国レトロ建築視察
・海外研修会＠中欧
・工場見学会
　太陽工業瑞穂工場
・見学会
　大阪国際会議場
　杭頭ピンローラー工法見学会

・海外研修会＠イタリア
・見学会
　NHK 大阪放送会館
　大阪市立博物館
　大阪海洋博物館

・基準法改正
　限界耐力法
・海外研修会＠エジプト
・見学会　ユニバーサルスタジオ・
ジャパン
　杭頭ピンローラー工法見学会
　唐招提寺・薬師寺
・工場見学会
　ヨーコン滋賀工場

・海外研修会＠アメリカ
・見学会
　土質試験の実際と試験室見学会
　ホテル日航ベイサイド大阪
　( 仮称 )DT 計画
・工場見学会
　環境にやさしいエコセメント
・サテライト会 兵庫会発足
・兵庫会勉強会
　建築振動学の基礎
　地盤と建物の相互作用について

・海外研修会＠北スペイン
　　　　　　　ポルトガル
・見学会
　くずはタワーシティ
　新関電ビル
・サテライト会 奈良会発足
・奈良会見学会
　ニッタ株式会社工場

・海外研修会＠バルト三国
・見学会
　シティタワー大阪
　第二吉本ビルディング
　NS エコパイル現場施工
・奈良会見学会
　大阪市交通局新庁舎

・震災 10 年記念事業
　阪神・淡路大震災から 10 年
　建築構造展
・出版
　建築構造用語事典
　伝統構法を生かす
　木造耐震設計マニュアル

・海外研修会＠ミラノ・マルタ
・見学会
　D' グラフォート三宮
　平城宮跡第一次大極殿正殿復原工事
・奈良会見学会
　JR 奈良駅曳家現場見学

・耐震偽装問題に対する特別活動
　( 平成 17 年 12 月～ )
　電話窓口相談
　面談相談窓口
　計算書レビュー
・新年賀詞交換会開始
・海外研修会＠南仏プロヴァンス
・見学会
　淀屋橋山本ビル
　神戸新聞会館
・京滋会見学会
　東本願寺御影堂修復工事
・奈良会見学会
　木造建築用集成材の製造工場

・耐震偽装問題に対する特別活動
　（計算書レビュー、相談窓口）
・国土交通省マンションサンプル調査
・レビュー委員会発足
・建築基準法改正
・出版
　ストラクチュア・システム
　空間デザインと構造フォルム

・海外研修会＠北仏ノルマンディ
・見学会
　プロロジスパーク大阪Ⅱ
　神戸ポートアイランド３大学

・建築基準法改正
・JSCA 関西支部設立 25 周年記念事業
( 中島正愛氏 ･ 藤本義一氏講演会 )
・国土交通省ホテルサンプル調査
・海外研修会＠チュニジア、ドーハ
・見学会
　西梅田プロジェクト
・奈良会見学会
　室生寺見学会
　自分の手で溶接を実体験
・構造設計ゼミナール
　第１回～第３回

・JSCA 関西支部設立 25周年記念事業
　その 2(毛利衛氏講演会 )

・海外研修会＠クロアチア
・見学会
　中之島ダイビル
　積水ハウス御堂筋本町ビル
・構造設計ゼミナール
　第４回～第９回

・大阪府域内陸直下型地震に対する
　建築設計用地震動および設計法に
　関する研究会 ( 平成 21 年 11 月～ )
・海外研修会＠メキシコ 中止
・見学会
　アーバン茶屋町プロジェクト
　関西医科大学付属香里病院
・奈良会見学会
　東大寺大仏殿小屋組
　東大寺総合文化センター
・構造設計ゼミナール
　第 10 回～第 14 回

・見学会
　本町南ガーデンシティ
　中之島フェスティバルタワー
・構造設計ゼミナール
　第 15 回～第 19 回

・京滋会講演会
　西山峰広教授講演会
　2011 東日本大震災と 1995
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(社)日本建築構造技術者協会関西

 　　　　　　　　　 関西支部　支部長   

　　　　    本年度の活動方針について
　　　　　　　　　  　　（株）大林組
　　　　　　　　　　  　八木　貞樹
　今後の活動について述べたいと思いま

す。一昨年に６件の施策を述べましたが

本年も継続し、更に充実させて行きたい

と思います。①総会と懇親会の活性化②

新年会の実施③社会への還元と啓蒙活動

④分科会活動の活性化⑤若手育成講座の

充実⑥サテライト活動への支援の６件で

す。②は昨年から始め好評でした。本年は

阪神・淡路大震災10年記念行事の関係で

開催しませんでしたが来年は開催したい

と思います。③に関して震災10年記念事

業は市民の方々が予想以上に参加して頂

き、お蔭様で成功したと思っています。ま

た、支部の危機管理委員会で昨年度来審

議してきました「危機管理マニュアル」が

まとまりました。南海・東南海大地震や直

下型地震が発生した場合のＪＳＣＡ関西

支部の対応が明文化されましたのでこれ

に基づき今後行政を含む関係団体との連

携を深めたいと思います。④はＪＳＣＡ

の最も重要な活動のひとつと考えていま

す。昨年の新年会前の研究報告会、10年

事業でのパネルディスカッションなど技

術委員会の成果発表の場を持ちました。

今後も分科会活動の活性化と同時に多く

の会員が参加できるような仕組みも考え

ていきたいと思います。　　　

　今後も皆様のご支援を得て関西支部の

ために勤めたいと思いますのでよろしく

お願いいたします。

　　　　　　     関西支部　副支部長
     
                 関西支部の活動について     
                       （株）東畑建築事務所  
　　　　　　　　　　     近藤　一雄
　八木支部長の下引き続き副支部長を務

めることになりました、よろしくお願い

致します。

　昨年度開催いたしました阪神淡路大震

災10周年事業では、多数の一般市民の方々

と直接情報交換をすることが出来ました。

またこれを契機に、一般の方々から戸建

住宅の耐震診断補強設計の依頼があり、

木造分科会会員により対応していただい

ています。わが国の住宅については、総数

約4,700万戸のうち約1,150万戸(25%)、

建築物については総数約340万棟のうち

約120万棟(約35％)の耐震性が不十分と

推計されています。必ず起こるであろう

東海・東南海地震を控え、今後ますます一

般市民に対しての情報発信を行っていく

機会を作っていきたいと考えます。

　そのためにも、我々の技術力の研鑽向

上が必要不可欠です。我々会員の相互啓

発のため、技術委員会各分科会の研究成

果発表の機会を増やしたいと考えます。

より多くの会員が分科会に参加して頂く

ことにより、ＪＳＣＡが活性化していく

ものと思います。

　本年10月には、神戸にて日米構造設計

協議会が９年ぶりに開催されます。ノ－

スリッジ・兵庫南部地震以降の建築技術

の進歩、構造設計者の意識の向上を再確

認しあうため多くの方に参加していただ

くことをお願い致します。

　　　　　　  　関西支部　副支部長

                    　新任のご挨拶
                       能瀬建築構造研究所      
                                   永谷　芳郎
　私はこれまで、ＪＳＣＡ本部の業務委員

会に携わり、倫理問題、建築家賠償責任保険、

業務報酬、契約等、全て、技術とは無関係の

ところで勉強させていただきました。たま

には技術と無関係な者もＪＳＣＡ関西の

ために働け、と言うことと思い、副支部長

をお受けさせていただきました。また、構

造専業事務所の代表でもあります。構造事

務所の地位向上と業務報酬で、少しでもお

役に立てることが出来ればと考えています。

　構造設計者は、面白い構造が設計できれ

ば、それだけで満足とお考えの方が大多数

と思います。私も、頭から報酬を除けば、設

計するほうが余程楽しかったし、構造技術

を追求するのも楽しみでした。今は、楽し

ければ良いと思う前に、報酬がちらつきま

す。楽しくして報酬も取り戻すには、今後

どう行動するか、です。黙っていては一向

に改善されません。「構造家懇談会設立趣

意書」の「設立の背景」に書かれている状況

が、現在と重なって見えます。構造設計者

の地位向上を図るには、長い時間がかかる

のも確かです。阪神淡路大震災、新潟、福岡

の相次ぐ地震で少し構造が見直されて来

ています。地震が無ければ、ＪＳＣＡが見

直され無い、とならない様にしたいもので

す。

　私の能力不足は、会員の皆様のご協力で

補って頂けると信じていますので、よろし

くお願い致します。

平成17年度（社）日本建築構造技術者協会関西支部 支部総会
5月25日開催
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ば、それだけで満足とお考えの方が大多数

と思います。私も、頭から報酬を除けば、設

計するほうが余程楽しかったし、構造技術

を追求するのも楽しみでした。今は、楽し

ければ良いと思う前に、報酬がちらつきま

す。楽しくして報酬も取り戻すには、今後

どう行動するか、です。黙っていては一向

に改善されません。「構造家懇談会設立趣

意書」の「設立の背景」に書かれている状況

が、現在と重なって見えます。構造設計者

の地位向上を図るには、長い時間がかかる

のも確かです。阪神淡路大震災、新潟、福岡

の相次ぐ地震で少し構造が見直されて来

ています。地震が無ければ、ＪＳＣＡが見

直され無い、とならない様にしたいもので

す。

　私の能力不足は、会員の皆様のご協力で

補って頂けると信じていますので、よろし

くお願い致します。

平成17年度（社）日本建築構造技術者協会関西支部 支部総会
5月25日開催

　　　　　　　　　　　副支部長　近藤一雄　　　　　　　
　

支部長　角　　彰　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　副支部長　西村清志　　　　　　　
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 　　　　　　　関西支部　支部長   

　　　　　　　新任のご挨拶
　　　　　　　　　 　㈱竹中工務店  
  　　　　　　　　　　　  角　　彰
　新支部長に就任しました角でございま

す。本年は関西支部設立25年の節目の

年です。この時期に新たな建築基準法の

改定に直面することになりました。姉歯

問題は構造設計者の存在を認識させまし

たが、同時に不信感とマイナスイメージ

が蔓延しました。その結果、構造設計法

の詳細にわたる規制、確認検査の厳格化、

構造判定制度が始まることとなりました。

そのような状況の中で2007年度の支部

活動の方針を以下の６項目といたしまし

た。

①職能研鑚支援。②会員サービスの強化。

③地方行政に協力した社会貢献。④社会

への広報活動の強化。⑤本部活動への積

極的参加。⑥組織力の強化。

　また組織のスローガンを･･･構造設計

１級建築士をすべてJSCA会員に･･･を掲

げたいと考えます。

　色々の困難が考えられますが、この機

会を自らの未来を開き、そして地震国日

本の建築文化に貢献するために、与えら

れたチャンスであると考えたいと思いま

す。そのために企業人ではできないこと

を、JSCAという組織活動で実行する時

と考えます。会員各位におかれましては、

構造設計界のためにJSCAを通じて何が

できるかをお考えいただき、積極的なご

参加を期待しております。

　―あなたが動いて社会を変える―

　　　　　　関西支部　副支部長

　　　　　　　 新任のご挨拶
 　　　　　  ㈱平田建築構造研究所
  　　　　　　　　　　　西村　清志
　建築構造設計者は建築設計に於いては

影の存在でした。一昨年の事件により、我々

は社会に知られるようになったものの、

認知され、尊敬されるようには未だなっ

ておらず、むしろ怪しい存在であるよう

です。本年６月20日に施行された新法令

の構造関連法規は、設計された建物の構

造設計者を把握し、責任の所在をはっき

りさせようとしています。これにより構

造設計者の施主に対する責任が明確にな

ります。これまでも、もちろん責任があっ

たわけですが、陰に隠れていたのか、隠さ

れていたのか、そのようなシステムにな

っていました。今回の法改正は消費者保

護という名のもとに「建築物の安全性確

保の為に講ずべき処置」の流れとして改

正されました。「偽装への罰則強化」「建築

確認の厳格化」「建築士資格の厳格化」が

主題ですが、新法移行への時間が少なく、

大変な混乱が予想されます。今まで、通常

の業務を真摯に続けてきた構造設計者も

設計業務と、適合性判定委員の二重業務

に忙しい日々を送られていることと想像

されます。構造設計者は心やさしく、目的

を完遂する能力に優れており、上記の問

題を解決するに違いありません。社会に

建築構造設計者をどうアピールしていく

か、JSCA関西に何ができるか、支部長、副

支部長、各委員会委員長と考えていきた

いと思います。

　　　　　　　関西支部　副支部長

　　　　　　　 新法施行を受けて
 　　　　　　      ㈱東畑建築事務所  
  　　　　　　　　　　　近藤　一雄
　引き続き副支部長を務めることになり

ました。よろしくお願いいたします。

　新法施行から早１ヶ月が経過しました

が、多くの会員が確認申請者として、また

適合性判定員として新しい制度の中で混

乱と戸惑いの中ご苦労されていることと

思います。姉歯事件以来構造レビュー、耐

震レビュー等関西支部においても数多く

のピアチェックを行なってきました。ピ

アチェックとは法令への適合、不適合の

確認だけでは有りません。少しこうすれば、

ああすればと第三者の目で見ると品質向

上を行なうポイントが良く見えます。構

造設計者の職能を確立するには、構造設

計の品質の向上が第一ではないでしょう

か。折角始まったピアチェックです、この

経験を生かし、品質向上が行なえるシス

テムとしてこの制度を活用できるよう変

革できていければと考えます。本年度よ

り本部を担当する理事と同時に副会長を

務めることになりました。関西のパワー

をJSCA本部へ、中央行政へ働きかけるこ

とが使命だと考えます、皆様のご指導、ご

協力よろしくお願いいたします。

　本年は構造家懇談会関西支部開設25

周年の節目の年です、新しい時代にふさ

わしい関西支部を担う若いパワーで記念

事業を企画していただいています、ご期

待下さい。

支 部 総 会
5月23日開催
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極的参加。⑥組織力の強化。

　また組織のスローガンを･･･構造設計

１級建築士をすべてJSCA会員に･･･を掲

げたいと考えます。

　色々の困難が考えられますが、この機

会を自らの未来を開き、そして地震国日

本の建築文化に貢献するために、与えら

れたチャンスであると考えたいと思いま

す。そのために企業人ではできないこと

を、JSCAという組織活動で実行する時

と考えます。会員各位におかれましては、

構造設計界のためにJSCAを通じて何が

できるかをお考えいただき、積極的なご

参加を期待しております。

　―あなたが動いて社会を変える―

　　　　　　関西支部　副支部長

　　　　　　　 新任のご挨拶
 　　　　　  ㈱平田建築構造研究所
  　　　　　　　　　　　西村　清志
　建築構造設計者は建築設計に於いては

影の存在でした。一昨年の事件により、我々

は社会に知られるようになったものの、

認知され、尊敬されるようには未だなっ

ておらず、むしろ怪しい存在であるよう

です。本年６月20日に施行された新法令

の構造関連法規は、設計された建物の構

造設計者を把握し、責任の所在をはっき

りさせようとしています。これにより構

造設計者の施主に対する責任が明確にな

ります。これまでも、もちろん責任があっ

たわけですが、陰に隠れていたのか、隠さ

れていたのか、そのようなシステムにな

っていました。今回の法改正は消費者保

護という名のもとに「建築物の安全性確

保の為に講ずべき処置」の流れとして改

正されました。「偽装への罰則強化」「建築

確認の厳格化」「建築士資格の厳格化」が

主題ですが、新法移行への時間が少なく、

大変な混乱が予想されます。今まで、通常

の業務を真摯に続けてきた構造設計者も

設計業務と、適合性判定委員の二重業務
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 　　　　　　      ㈱東畑建築事務所  
  　　　　　　　　　　　近藤　一雄
　引き続き副支部長を務めることになり

ました。よろしくお願いいたします。

　新法施行から早１ヶ月が経過しました

が、多くの会員が確認申請者として、また

適合性判定員として新しい制度の中で混

乱と戸惑いの中ご苦労されていることと

思います。姉歯事件以来構造レビュー、耐

震レビュー等関西支部においても数多く

のピアチェックを行なってきました。ピ

アチェックとは法令への適合、不適合の

確認だけでは有りません。少しこうすれば、

ああすればと第三者の目で見ると品質向

上を行なうポイントが良く見えます。構

造設計者の職能を確立するには、構造設

計の品質の向上が第一ではないでしょう

か。折角始まったピアチェックです、この

経験を生かし、品質向上が行なえるシス

テムとしてこの制度を活用できるよう変

革できていければと考えます。本年度よ

り本部を担当する理事と同時に副会長を

務めることになりました。関西のパワー

をJSCA本部へ、中央行政へ働きかけるこ

とが使命だと考えます、皆様のご指導、ご

協力よろしくお願いいたします。

　本年は構造家懇談会関西支部開設25

周年の節目の年です、新しい時代にふさ

わしい関西支部を担う若いパワーで記念

事業を企画していただいています、ご期

待下さい。

支 部 総 会
5月23日開催
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が蔓延しました。その結果、構造設計法

の詳細にわたる規制、確認検査の厳格化、
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１級建築士をすべてJSCA会員に･･･を掲

げたいと考えます。

　色々の困難が考えられますが、この機

会を自らの未来を開き、そして地震国日

本の建築文化に貢献するために、与えら

れたチャンスであると考えたいと思いま

す。そのために企業人ではできないこと

を、JSCAという組織活動で実行する時

と考えます。会員各位におかれましては、

構造設計界のためにJSCAを通じて何が

できるかをお考えいただき、積極的なご

参加を期待しております。

　―あなたが動いて社会を変える―

　　　　　　関西支部　副支部長

　　　　　　　 新任のご挨拶
 　　　　　  ㈱平田建築構造研究所
  　　　　　　　　　　　西村　清志
　建築構造設計者は建築設計に於いては

影の存在でした。一昨年の事件により、我々

は社会に知られるようになったものの、

認知され、尊敬されるようには未だなっ

ておらず、むしろ怪しい存在であるよう

です。本年６月20日に施行された新法令

の構造関連法規は、設計された建物の構

造設計者を把握し、責任の所在をはっき

りさせようとしています。これにより構

造設計者の施主に対する責任が明確にな

ります。これまでも、もちろん責任があっ

たわけですが、陰に隠れていたのか、隠さ

れていたのか、そのようなシステムにな

っていました。今回の法改正は消費者保

護という名のもとに「建築物の安全性確

保の為に講ずべき処置」の流れとして改

正されました。「偽装への罰則強化」「建築

確認の厳格化」「建築士資格の厳格化」が

主題ですが、新法移行への時間が少なく、

大変な混乱が予想されます。今まで、通常

の業務を真摯に続けてきた構造設計者も

設計業務と、適合性判定委員の二重業務

に忙しい日々を送られていることと想像

されます。構造設計者は心やさしく、目的

を完遂する能力に優れており、上記の問

題を解決するに違いありません。社会に

建築構造設計者をどうアピールしていく

か、JSCA関西に何ができるか、支部長、副

支部長、各委員会委員長と考えていきた

いと思います。

　　　　　　　関西支部　副支部長

　　　　　　　 新法施行を受けて
 　　　　　　      ㈱東畑建築事務所  
  　　　　　　　　　　　近藤　一雄
　引き続き副支部長を務めることになり

ました。よろしくお願いいたします。

　新法施行から早１ヶ月が経過しました

が、多くの会員が確認申請者として、また

適合性判定員として新しい制度の中で混

乱と戸惑いの中ご苦労されていることと

思います。姉歯事件以来構造レビュー、耐

震レビュー等関西支部においても数多く

のピアチェックを行なってきました。ピ

アチェックとは法令への適合、不適合の

確認だけでは有りません。少しこうすれば、

ああすればと第三者の目で見ると品質向

上を行なうポイントが良く見えます。構

造設計者の職能を確立するには、構造設

計の品質の向上が第一ではないでしょう

か。折角始まったピアチェックです、この

経験を生かし、品質向上が行なえるシス

テムとしてこの制度を活用できるよう変

革できていければと考えます。本年度よ

り本部を担当する理事と同時に副会長を

務めることになりました。関西のパワー

をJSCA本部へ、中央行政へ働きかけるこ

とが使命だと考えます、皆様のご指導、ご

協力よろしくお願いいたします。

　本年は構造家懇談会関西支部開設25

周年の節目の年です、新しい時代にふさ

わしい関西支部を担う若いパワーで記念

事業を企画していただいています、ご期

待下さい。

支 部 総 会
5月23日開催

　　　　　　　　　　　副支部長　西村清志　　　　　　　
　

支部長　近藤一雄　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　副支部長　辻󠄀　幸二　　　　　　　
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平成21年度（社）日本建築構造技術者協会関西支部　支 部 総 会
5月20日開催

関西支部　支部長

　　　　　　　新任のご挨拶
　　㈱東畑建築事務所
　　　　　　近藤　一雄

 このたび角支部長の後任に選任されまし

た近藤です、JSCA関西会員の皆様よろしく

お願いいたします。

 ５月27日より改正建築士法が施行され、一

定規模以上の建築物の設計に対する、構

造設計一級建築士の関与が開始されまし

た。ようやく構造設計者の法的地位が構造

設計一級建築士という形で確立されまし

た、今まで以上に社会に対する責任が重く

なります。構造設計者が自らの職責を達成

するにふさわしい自覚と発言力を持ち、自

らの未来を開き、そして地震国日本の建築

文化に貢献するために行動することが、

我々に与えられた責務であると信じます。そ

のために個人や会社人ではできない範囲

を、JSCAという組織活動で実行する時と考

えます。

 社会からの期待に応えるためには、構造

設計に携わる技術者全員の技術や倫理観

などの職能研鑽がますます必要となります。

　より多くの仲間が参加し、行動していく

JSCA関西を目指し、役員を増員しました、

新たな事業も立ち上げる予定です。会員各

位の積極的な参加、協力を期待いたしま

す。

関西支部　副支部長

　　　　　　　「JSCAの進化」
㈱平田建築構造研究所

西村　清志
　引き続き副支部長を務めることになりまし

た。よろしくお願いします。

　激動の２年間が過ぎました。角前支部長は

適切に指示を出して、JSCA関西を牽引され

ました。支部長の任務ご苦労さまでした。引

き続きご協力お願いします。

適判制度は、初期の大きな混乱は収束しつ

つありますが、適判員側の過剰な要求が未

だ散見されるようです。JSCA会員は判定員

と設計者の両者の立場であります。設計者

の立場にも立って、必要な事は指摘する

が、過度な要求は避けるべきであると考えま

す。　

　構造設計一級建築士制度では、資格取

得者数が予想を大きく上回り約7700名となり

ました。何か配慮があったと感じられます。

JSCA構造士は2696名です。JSCAは構造設

計一級建築士の方にJSCA構造士資格を上

位資格として取得していただき、会員を充実

する必要があります。そして上位資格を表明

するためには会としての努力も必要となりま

すから、JSCAは行動計画を示すべきと思い

ます。この目標を持つ事で、JSCAはますま

す発展、進化すると考えます。近藤支部長、

辻副支部長、各委員会委員長とJSCA関西

が盛り上がるよう考えてまいります。支部活

動への参加をよろしくお願いします。

関西支部　副支部長

　　　　　　　新任のご挨拶
　　（株）鹿島建設

辻　幸二
　副支部長に就任しました辻でございま

す。５月20日の支部総会において、近藤支

部長から「JSCA関西支部2009年度活動方

針」が示されました。新任の副支部長として

支部長を補佐し、この活動方針に沿って、

微力ながら精一杯努める所存です。

　また、本部担当理事として、事業委員会を

担当する予定です。事業委員会は、講習

会、見学会等の企画、運用に関る事項を職

掌することになっており、「本部活動方針」の

「研修会の拡充と全支部への展開」が主要

な仕事になるものと思われます。この本部方

針を受けて、関西支部は「JSCA全国展開講

習会の開催」を活動方針の２番目に掲げて

おります。昨年実施された「スキルアップセミ

ナー」の第２弾として、（１）若手を対象とした

入門編、（２）中堅を対象とした実践編、（３）

シニアを対称とした理論編が予定されてい

ます。会員の皆様方の積極的なご支援・ご

協力をお願いいたします。

　構造設計一級建築士制度がスタートした

今年度は、我々構造設計者の存在価値が

問われる正念場の年でもあります。「JSCAが

何をしてくれるか」ではなく、「自分が構造設

計者として、JSCAのために、構造設計界の

ために、そして自分のために、何ができる

か」が問われています。皆様方の強い支援

を期待します。

ＪＳＣＡ関西ホームページに会員皆様の意見、質問に答えるコーナーを開設しております。ご活用下さい。

－１－

No.102   2009.7
(社)日本建築構造技術者協会関西

平成21年度（社）日本建築構造技術者協会関西支部　支 部 総 会
5月20日開催

関西支部　支部長

　　　　　　　新任のご挨拶
　　㈱東畑建築事務所

　　　　　　近藤　一雄
 このたび角支部長の後任に選任されまし

た近藤です、JSCA関西会員の皆様よろしく

お願いいたします。
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文化に貢献するために行動することが、
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平成23年度（社）日本建築構造技術者協会関西支部支部総会　５月27日開催

関西支部　支部長
　　　　　　　「2011年度

活動に向けて」
　　㈱東畑建築事務所
　　　　　　近藤　一雄

 支部総会において２期目の支部長を務め
ることになりました。新体制での運営にご協
力、ご支援よろしくお願いいたします。
　ニュージーランド地震、東日本大震災に
より建築の安全性に対する社会の関心はよ
り一層高まっています。さらなる安全な建築
の実現に向けて、前期に引き続き職能研鑽
の充実を図っていきます。
　また耐震強度偽装事件を契機に構造設
計者の存在が社会に知られるようにはなり
ましたが、構造設計者の職能、構造性能に
ついての社会の認識は未だに充分とはいえ
ません。社会に対しての情報発信を積極的
に行っていきたいと考えます。まずは、会員同
士で「性能設計」についての議論を充実し、
情報を共有することが第一と考えます、委員
会、分科会活動がその場であります。委員
会、分科会は限定された会員だけのもので
はありません、会員全員が、何れかに参加し
ている支部になることを期待しています。
　新保副支部長、前野副支部長以下新役
員と共に、JSCA関西支部のいっそうの活性
化に向けて努めてまいる所存でございます。
よろしくお願いいたします。

関西支部　副支部長

　　　　　　　「設計用地震動」
㈱竹中工務店
前野　敏元

　東日本大震災が発生してからすでに３カ
月が過ぎました。今までは何気なく「想定
外」との語を使っていましたが、使ってはな
らない単語のように扱われています。我々の
身近には、長周期地震動をともなう南海トラ
フの地震が発生する危惧があります。特に
南海地震は30年以内での発生確率が60％
といわれています。さらに非常に大きな揺れ
となる直下型地震も考慮しなければなりま
せん。
　自然科学者は真理の追求が役目であり、
大地震の危険性を声高に叫びます。一方、
我々設計者は建築物というものを実現する
ことが役目であり、そのために設計条件であ
る地震動を設定しなければなりません。設
計用地震動の大きさを決めるにあたって、法
の整備を待つだけの姿勢は許されません。
「想定外」を意識しすぎることなく、我々設計
者が自ら決めねばならないと考えています。
　さて今回は、副支部長と同時に本部理事
も務めさせていただきます。構造設計者の技
術力が向上するように、関西支部と本部が
連携を取り合い、近藤支部長、新保副支部
長とともに活動いたします。よろしくお願いい
たします。

関西支部　副支部長

　　　　　　　「安全と想定外」
　　㈱ネオフォルム構造技研

新保　勝浩
　角支部長と近藤支部長と共に関西支部
の事業委員長として、２期４年の間、微力な
がら務めさせて戴き、このたび、副支部長と
言う大役を仰せつかり、不安と共にたいへ
ん恐縮しております。二期目を迎えられる近
藤支部長の支えとなるよう精進して行きます
ので、よろしくお願い致します。
　さて、クライストチャーチのビル崩壊の耐
震性の議論が覚めやらぬうちに、東日本大
震災が３月11日に発生致しました。阪神大
震災のような建物被害は無かったものの、
想定外の地震動と津波、それに安全であっ
たはずの原発事故により、甚大な被害をも
たらしました。想定する地震動により、構造
設計している我々にとって、想定外と言う言
葉はとても重く感じました。関西支部では中
央に先駆けて、阪神大震災を経験した技術
者の思いを込めて、上町断層を初めとする
直下型の大地震動の推定に取り組んでおり
ます。あらゆる地震や事象に対する安心安
全である建物は存在しませんが、我々は想
定外を想定する地震動による構造設計で、
社会により安心に近づく安全な建築物を提
供できればと願っております。

ＪＳＣＡ関西ホームページに会員皆様の意見、質問に答えるコーナーを開設しております。ご活用下さい。
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ません。社会に対しての情報発信を積極的
に行っていきたいと考えます。まずは、会員同
士で「性能設計」についての議論を充実し、
情報を共有することが第一と考えます、委員
会、分科会活動がその場であります。委員
会、分科会は限定された会員だけのもので
はありません、会員全員が、何れかに参加し
ている支部になることを期待しています。
　新保副支部長、前野副支部長以下新役
員と共に、JSCA関西支部のいっそうの活性
化に向けて努めてまいる所存でございます。
よろしくお願いいたします。

関西支部　副支部長

　　　　　　　「設計用地震動」
㈱竹中工務店
前野　敏元

　東日本大震災が発生してからすでに３カ
月が過ぎました。今までは何気なく「想定
外」との語を使っていましたが、使ってはな
らない単語のように扱われています。我々の
身近には、長周期地震動をともなう南海トラ
フの地震が発生する危惧があります。特に
南海地震は30年以内での発生確率が60％
といわれています。さらに非常に大きな揺れ
となる直下型地震も考慮しなければなりま
せん。
　自然科学者は真理の追求が役目であり、
大地震の危険性を声高に叫びます。一方、
我々設計者は建築物というものを実現する
ことが役目であり、そのために設計条件であ
る地震動を設定しなければなりません。設
計用地震動の大きさを決めるにあたって、法
の整備を待つだけの姿勢は許されません。
「想定外」を意識しすぎることなく、我々設計
者が自ら決めねばならないと考えています。
　さて今回は、副支部長と同時に本部理事
も務めさせていただきます。構造設計者の技
術力が向上するように、関西支部と本部が
連携を取り合い、近藤支部長、新保副支部
長とともに活動いたします。よろしくお願いい
たします。

関西支部　副支部長

　　　　　　　「安全と想定外」
　　㈱ネオフォルム構造技研

新保　勝浩
　角支部長と近藤支部長と共に関西支部
の事業委員長として、２期４年の間、微力な
がら務めさせて戴き、このたび、副支部長と
言う大役を仰せつかり、不安と共にたいへ
ん恐縮しております。二期目を迎えられる近
藤支部長の支えとなるよう精進して行きます
ので、よろしくお願い致します。
　さて、クライストチャーチのビル崩壊の耐
震性の議論が覚めやらぬうちに、東日本大
震災が３月11日に発生致しました。阪神大
震災のような建物被害は無かったものの、
想定外の地震動と津波、それに安全であっ
たはずの原発事故により、甚大な被害をも
たらしました。想定する地震動により、構造
設計している我々にとって、想定外と言う言
葉はとても重く感じました。関西支部では中
央に先駆けて、阪神大震災を経験した技術
者の思いを込めて、上町断層を初めとする
直下型の大地震動の推定に取り組んでおり
ます。あらゆる地震や事象に対する安心安
全である建物は存在しませんが、我々は想
定外を想定する地震動による構造設計で、
社会により安心に近づく安全な建築物を提
供できればと願っております。

ＪＳＣＡ関西ホームページに会員皆様の意見、質問に答えるコーナーを開設しております。ご活用下さい。
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2013年度（一社）日本建築構造技術者協会関西支部支部総会　５月14日開催

関西支部　支部長
　　　　　　

支部長就任にあたって
　　㈱大林組

　　　　　　安井　雅明
 この度、JSCA関西支部の支部長を務める
ことになりました安井です。私は関西支部
活動においては、広報委員、技術委員を経
てきましたが、これらのJSCAの活動を通し
て、私自身は多くの刺激を受け、さまざまな
視点で考えるきっかけとなりました。
　今回支部長を務めるにあたって、「構造
設計者は社会的にとても重要な仕事して
いることに対して私たち自身が誇りと自信を
持つとともに、一般社会の方々にも十分に
理解していただくこと」を目標とし、そのため
に何をなすべきかを考え、活動の基本方針
に据えたいと思います。５月の支部総会で
は今年度からの新役員体制が承認され、
大きく若返りも図られました。
　JSCA活動の原点は、私たち会員一人一
人の地道な活動の積み重ねと、それらが同
じJSCAと言う土俵に結集し、お互い切磋
琢磨しまた協力する事から始まると認識し
ています。諸先輩がたが繋いでこられたタ
スキをしっかり受け取り、次の世代へと受
け渡せるようにできる限りの努力をして行
きますので、皆様のご協力をお願いいたし
ます。

関西支部　副支部長

　　　　　　　新任の御挨拶
㈱日建設計
吉澤　幹夫

　このたび関西支部の副支部長を仰せつか
りました吉澤幹夫です。構造設計を生業とし
てスタートしたのが1984年でした。その後の
時代では、超高層ビルや大スパン建築物が
百花繚乱の如く建設されていたバブル経済
期、1995年の兵庫県南部地震での関西で本
格的な地震被害、2003年の十勝沖地震での
長周期地震動、2005年に発生した耐震強度
偽装事件とそれに端を発した建築基準法・建
築士法の改正、2011年の東北地方太平洋
沖地震での津波と非構造部材の被害など、
30年あまりの間に構造設計者に大きく影響
を与えた様 な々出来事がありました。
　耐震改修促進法の改正が国会で成立しま
した。天井・エスカレータの脱落対策が告示
化されます。長周期地震動の対策も現在模索
中ですが急がれるところです。構造設計者の
職責は一層重みを増していくでしょう。このよ
うな中で次代を担う若手にとって構造設計が
魅力的な職業と思える展望ある活動が重要
と考えます。
　安井支部長の下で横田副支部長とともに
支部活動を盛り上げていく所存です。ご支援
をよろしくお願いいたします。

関西支部　副支部長

　　　　　ピアレビュー
　　㈱能勢建築構造研究所

横田　友行
　この度、安井雅明さんを支部長としてスタ
ートする新体制において、副支部長という大
役を仰せつかり、重責を痛感しております。
これまで、技術委員会の木構造分科会では
2年前まで主査を務め、木造住宅レビュー
委員会では限界耐力計算による耐震設計
法の作成に携わってきました。今は講習会
やレビューによって設計法の普及活動を行
なっております。
　さて、JSCAが行なっていますピアレビュ
ー（構造レビューと木造耐震設計レビュー）
は、建築確認や適合性判定とは異なり、建
物の耐震性能評価における技術的な助言
による設計者の支援活動です。経験豊富な
構造設計実務者がレビュー委員となり、ヒア
リング等により設計者の考え方等について
アドバイスしますので、初めての構造形式や
設計手法に取り組む際などに、このピアレビ
ューを利用してください。
　これからは、構造設計事務所に在籍する
技術者の視点で、安井支部長と吉澤副支
部長とともに、JSCA関西支部の活動を盛り
上げたいと思いますので、よろしくお願いい
たします。

ＪＳＣＡ関西ホームページに会員皆様の意見、質問に答えるコーナーを開設しております。ご活用下さい。
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長周期地震動、2005年に発生した耐震強度
偽装事件とそれに端を発した建築基準法・建
築士法の改正、2011年の東北地方太平洋
沖地震での津波と非構造部材の被害など、
30年あまりの間に構造設計者に大きく影響
を与えた様 な々出来事がありました。
　耐震改修促進法の改正が国会で成立しま
した。天井・エスカレータの脱落対策が告示
化されます。長周期地震動の対策も現在模索
中ですが急がれるところです。構造設計者の
職責は一層重みを増していくでしょう。このよ
うな中で次代を担う若手にとって構造設計が
魅力的な職業と思える展望ある活動が重要
と考えます。
　安井支部長の下で横田副支部長とともに
支部活動を盛り上げていく所存です。ご支援
をよろしくお願いいたします。

関西支部　副支部長

　　　　　ピアレビュー
　　㈱能勢建築構造研究所

横田　友行
　この度、安井雅明さんを支部長としてスタ
ートする新体制において、副支部長という大
役を仰せつかり、重責を痛感しております。
これまで、技術委員会の木構造分科会では
2年前まで主査を務め、木造住宅レビュー
委員会では限界耐力計算による耐震設計
法の作成に携わってきました。今は講習会
やレビューによって設計法の普及活動を行
なっております。
　さて、JSCAが行なっていますピアレビュ
ー（構造レビューと木造耐震設計レビュー）
は、建築確認や適合性判定とは異なり、建
物の耐震性能評価における技術的な助言
による設計者の支援活動です。経験豊富な
構造設計実務者がレビュー委員となり、ヒア
リング等により設計者の考え方等について
アドバイスしますので、初めての構造形式や
設計手法に取り組む際などに、このピアレビ
ューを利用してください。
　これからは、構造設計事務所に在籍する
技術者の視点で、安井支部長と吉澤副支
部長とともに、JSCA関西支部の活動を盛り
上げたいと思いますので、よろしくお願いい
たします。

ＪＳＣＡ関西ホームページに会員皆様の意見、質問に答えるコーナーを開設しております。ご活用下さい。

　　　　　　　　　　　副支部長　横田友行　　　　　　　
　

支部長　小倉正恒　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　副支部長　吉澤幹夫　　　　　　　
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2015年度（一社）日本建築構造技術者協会関西支部支部総会　５月22日開催

関西支部　支部長
　　　　　　

「新任のご挨拶」
　　清水建設㈱

　　　　　　小倉　正恒
　関西支部の皆さま、こんにちは。この
たび安井さんの後任支部長に選任されま
した小倉です。よろしくお願いいたしま
す。
　構造設計の仕事に携わって32年、関
西・東京での仕事を2：1で経験し今に
至っています。今後、支部長という立場
で支部運営の一翼を担わせていただきま
すが、先輩方が築いてこられたJSCA関
西の温かき良き気風を絶やすことなく、
会員同士が切磋琢磨できる場を提供し続
け、より多くの会員の皆さまが満足を感
じていただけるような支部活動を心がけ
ていきます。
　非構造部材のことなど、相変わらず構
造設計者の仕事の範囲は拡がり続けてい
ます。構造設計者が本当に知っておくべ
き必要十分な情報をタイムリーにわかり
やすくお届けできればと思います。
　新たに設置された大震研委員会をはじ
め、精力的に行われている各種支部活動
への会員の皆さまの積極的な参加、協力
をぜひよろしくお願いいたします。

関西支部　副支部長

　　　　　　　「支部活動への取り組み」
㈱日建設計
吉澤　幹夫

　引き続き関西支部の副支部長を務めさせ
ていただくことになりました吉澤幹夫です。過
去２年間の反省と経験を生かして、小倉新支
部長体制の下での支部活動の活性化に向け
て尽力に努める所存です。どうぞよろしくお願
い申し上げます。
　２年前に副支部長を拝命した際には、
2013年７月発行のStructure Kansaiでの新
任挨拶において、次代を担う若手にとって構
造設計が魅力的な職業と思える展望ある活
動が重要との所信を表明しました。JSCA会
員の平均年齢が55歳を超えている現在、この
所信を再認識するとともに、小倉新支部長が
目指されている、会員の皆様がより高い満足
感を得られる活動にも努めたいと考えます。
　また安井前支部長は構造設計者が自信と
誇りを持てる環境を築く支部活動を標榜され
てきました。建築の構造設計は時代の要請に
応えられる、正に自信と誇りを持てる職業だと
思います。そのような中で時代の流れとともに
高度化かつ多様化していく構造技術に関し
て、様々な切り口から研鑚の場を供すること
ができるような活動にも注力したいと考えま
す。

関西支部　副支部長

　　　　　「JSCA建築構造士」
　　㈱能勢建築構造研究所

横田　友行
　小倉正恒さんを支部長としてスタートす
る新体制において、昨年度に引き続き副支
部長という大役を仰せつかり、重責を痛感
しております。小倉支部長が目指される「多
くの会員に喜ばれる運営」のために、微力を
尽くす所存ですので、よろしくお願い申し上
げます。
　実務経験が豊富な建築構造技術者が、
一級建築士を取得した場合でも、取得後5
年という長い実務経験を経なければ、構造
設計一級建築士を受験することができない
という今のシステムに疑問を感じます。
　一級建築士を取得し、JSCAに入会し、
JSCA建築構造士に合格すれば、構造設計
一級建築士の受験要件である５年間の実
務経験が免除または短縮されるようなシス
テムへ変更できれば、一級建築士のJSCA
への入会が増えて、JSCAのさらなる発展に
つながると思います。
　これからも、建築構造設計事務所に在籍
する技術者の視点で、小倉支部長と吉澤副
支部長とともに、関西支部の活動を盛り上
げたいと思いますので、よろしくお願い致し
ます。

ＪＳＣＡ関西ホームページに会員皆様の意見、質問に答えるコーナーを開設しております。ご活用下さい。
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2015年度（一社）日本建築構造技術者協会関西支部支部総会　５月22日開催

関西支部　支部長
　　　　　　

「新任のご挨拶」
　　清水建設㈱

　　　　　　小倉　正恒
　関西支部の皆さま、こんにちは。この
たび安井さんの後任支部長に選任されま
した小倉です。よろしくお願いいたしま
す。
　構造設計の仕事に携わって32年、関
西・東京での仕事を2：1で経験し今に
至っています。今後、支部長という立場
で支部運営の一翼を担わせていただきま
すが、先輩方が築いてこられたJSCA関
西の温かき良き気風を絶やすことなく、
会員同士が切磋琢磨できる場を提供し続
け、より多くの会員の皆さまが満足を感
じていただけるような支部活動を心がけ
ていきます。
　非構造部材のことなど、相変わらず構
造設計者の仕事の範囲は拡がり続けてい
ます。構造設計者が本当に知っておくべ
き必要十分な情報をタイムリーにわかり
やすくお届けできればと思います。
　新たに設置された大震研委員会をはじ
め、精力的に行われている各種支部活動
への会員の皆さまの積極的な参加、協力
をぜひよろしくお願いいたします。

関西支部　副支部長

　　　　　　　「支部活動への取り組み」
㈱日建設計
吉澤　幹夫

　引き続き関西支部の副支部長を務めさせ
ていただくことになりました吉澤幹夫です。過
去２年間の反省と経験を生かして、小倉新支
部長体制の下での支部活動の活性化に向け
て尽力に努める所存です。どうぞよろしくお願
い申し上げます。
　２年前に副支部長を拝命した際には、
2013年７月発行のStructure Kansaiでの新
任挨拶において、次代を担う若手にとって構
造設計が魅力的な職業と思える展望ある活
動が重要との所信を表明しました。JSCA会
員の平均年齢が55歳を超えている現在、この
所信を再認識するとともに、小倉新支部長が
目指されている、会員の皆様がより高い満足
感を得られる活動にも努めたいと考えます。
　また安井前支部長は構造設計者が自信と
誇りを持てる環境を築く支部活動を標榜され
てきました。建築の構造設計は時代の要請に
応えられる、正に自信と誇りを持てる職業だと
思います。そのような中で時代の流れとともに
高度化かつ多様化していく構造技術に関し
て、様々な切り口から研鑚の場を供すること
ができるような活動にも注力したいと考えま
す。

関西支部　副支部長

　　　　　「JSCA建築構造士」
　　㈱能勢建築構造研究所

横田　友行
　小倉正恒さんを支部長としてスタートす
る新体制において、昨年度に引き続き副支
部長という大役を仰せつかり、重責を痛感
しております。小倉支部長が目指される「多
くの会員に喜ばれる運営」のために、微力を
尽くす所存ですので、よろしくお願い申し上
げます。
　実務経験が豊富な建築構造技術者が、
一級建築士を取得した場合でも、取得後5
年という長い実務経験を経なければ、構造
設計一級建築士を受験することができない
という今のシステムに疑問を感じます。
　一級建築士を取得し、JSCAに入会し、
JSCA建築構造士に合格すれば、構造設計
一級建築士の受験要件である５年間の実
務経験が免除または短縮されるようなシス
テムへ変更できれば、一級建築士のJSCA
への入会が増えて、JSCAのさらなる発展に
つながると思います。
　これからも、建築構造設計事務所に在籍
する技術者の視点で、小倉支部長と吉澤副
支部長とともに、関西支部の活動を盛り上
げたいと思いますので、よろしくお願い致し
ます。

ＪＳＣＡ関西ホームページに会員皆様の意見、質問に答えるコーナーを開設しております。ご活用下さい。
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2015年度（一社）日本建築構造技術者協会関西支部支部総会　５月22日開催

関西支部　支部長
　　　　　　

「新任のご挨拶」
　　清水建設㈱

　　　　　　小倉　正恒
　関西支部の皆さま、こんにちは。この
たび安井さんの後任支部長に選任されま
した小倉です。よろしくお願いいたしま
す。
　構造設計の仕事に携わって32年、関
西・東京での仕事を2：1で経験し今に
至っています。今後、支部長という立場
で支部運営の一翼を担わせていただきま
すが、先輩方が築いてこられたJSCA関
西の温かき良き気風を絶やすことなく、
会員同士が切磋琢磨できる場を提供し続
け、より多くの会員の皆さまが満足を感
じていただけるような支部活動を心がけ
ていきます。
　非構造部材のことなど、相変わらず構
造設計者の仕事の範囲は拡がり続けてい
ます。構造設計者が本当に知っておくべ
き必要十分な情報をタイムリーにわかり
やすくお届けできればと思います。
　新たに設置された大震研委員会をはじ
め、精力的に行われている各種支部活動
への会員の皆さまの積極的な参加、協力
をぜひよろしくお願いいたします。

関西支部　副支部長

　　　　　　　「支部活動への取り組み」
㈱日建設計
吉澤　幹夫

　引き続き関西支部の副支部長を務めさせ
ていただくことになりました吉澤幹夫です。過
去２年間の反省と経験を生かして、小倉新支
部長体制の下での支部活動の活性化に向け
て尽力に努める所存です。どうぞよろしくお願
い申し上げます。
　２年前に副支部長を拝命した際には、
2013年７月発行のStructure Kansaiでの新
任挨拶において、次代を担う若手にとって構
造設計が魅力的な職業と思える展望ある活
動が重要との所信を表明しました。JSCA会
員の平均年齢が55歳を超えている現在、この
所信を再認識するとともに、小倉新支部長が
目指されている、会員の皆様がより高い満足
感を得られる活動にも努めたいと考えます。
　また安井前支部長は構造設計者が自信と
誇りを持てる環境を築く支部活動を標榜され
てきました。建築の構造設計は時代の要請に
応えられる、正に自信と誇りを持てる職業だと
思います。そのような中で時代の流れとともに
高度化かつ多様化していく構造技術に関し
て、様々な切り口から研鑚の場を供すること
ができるような活動にも注力したいと考えま
す。

関西支部　副支部長

　　　　　「JSCA建築構造士」
　　㈱能勢建築構造研究所

横田　友行
　小倉正恒さんを支部長としてスタートす
る新体制において、昨年度に引き続き副支
部長という大役を仰せつかり、重責を痛感
しております。小倉支部長が目指される「多
くの会員に喜ばれる運営」のために、微力を
尽くす所存ですので、よろしくお願い申し上
げます。
　実務経験が豊富な建築構造技術者が、
一級建築士を取得した場合でも、取得後5
年という長い実務経験を経なければ、構造
設計一級建築士を受験することができない
という今のシステムに疑問を感じます。
　一級建築士を取得し、JSCAに入会し、
JSCA建築構造士に合格すれば、構造設計
一級建築士の受験要件である５年間の実
務経験が免除または短縮されるようなシス
テムへ変更できれば、一級建築士のJSCA
への入会が増えて、JSCAのさらなる発展に
つながると思います。
　これからも、建築構造設計事務所に在籍
する技術者の視点で、小倉支部長と吉澤副
支部長とともに、関西支部の活動を盛り上
げたいと思いますので、よろしくお願い致し
ます。

ＪＳＣＡ関西ホームページに会員皆様の意見、質問に答えるコーナーを開設しております。ご活用下さい。

　　　　　　　　　　
支部長 山浦晋弘　　　　　

　　　副支部長 嶋﨑敦志　　　　　
　　　副支部長 桝田洋子　　　　　　　
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2017年度（一社）日本建築構造技術者協会関西支部支部総会　５月19日開催

関西支部　支部長
　　　　　　

「支部長就任にあたって」
　　㈱安井建築設計事務所
　　　　　　山浦　晋弘

　このたび、JSCA関西支部長という大役
を務めることになりました。支部設立以降
35年間にわたり、８名の支部長が構造設
計者の地位向上、JSCAの発展に尽力さ
れ、その後を引継ぐのは身の引き締まる思
いがいたします。
　JSCAは、構造設計者個人が質の高い
建築物を社会に提供しようと集まって、自
身のスキルを磨く場所でもあり、自発性が
求められます。社会の信頼を失うのは一瞬
ですが、得るためには毎日の地道な活動
が欠かせません。
　関西支部には「大震研」活動を始め、
「伝統構法を生かす木造耐震設計マニュ
アル」「建築構造用語事典」「若手技術者
育成講座」など多くの財産があり、さらに
展開させていこうと考えています。
　また、長周期地震動対策など私たちが
積極的に関与すべき問題が山積する一方
で、自身の働き方改革も進めていかなけ
ればならない状況にあります。本部や他支
部との連携、交流を図りながら、関西支部
のフットワークの軽さを活かして会員の皆
さまと一緒に汗をかこうと思います。では２
年間、どうぞよろしくお願いいたします。

関西支部　副支部長

　　　　　　「志を引き継いで」
㈲桃李舎
桝田　洋子

　このたび副支部長に選任されました桝田
です。よろしくお願い致します。
 関西支部の支部長と副支部長の３つのポジ
ションは、総合設計事務所、ゼネコン、構造設
計事務所が持ちまわりで担っています。私は
横田友行さんから構造事務所枠を引き継ぎ
ました。このコラムは年２回です。横田さんは
構造事務所に在籍する技術者の視点でメッ
セージを発信されました。私も真似たいと思
います。
　この６月までの２年間、月１回、本部理事と
して本部と支部の両方の運営会議に出席し
JSCAがどのように運営されているのかがよく
わかりました。この経験を生かし、これからの
２年間は山浦支部長を支えて、支部活動に力
を尽くします。
　関西支部の運営は、支部長をはじめ各委
員会の委員長が中心になって話し合いながら
行われています。会員のために何ができるか
を考え、イベントを企画する場合はワーキング
メンバーを募って準備します。JSCAはこのよ
うに志ある会員が日常業務の傍らボランティ
アで支えています。構造家懇談会関西支部の
創設から今日まで、職能集団を支えて来られ
た先輩方の志を受け継いでがんばります。

関西支部　副支部長

　　　　　「副支部長就任にあたって」
　　㈱大林組
嶋﨑　敦志

　このたびJSCA関西支部の副支部長を
務めることになりました嶋﨑です。1996年
の日米構造設計協議会での発表を機に
JSCAに入会して、20年以上が経過しまし
た。その間、支部での構造計画分科会や
広報委員会での活動を通して、JSCAにお
世話になっており、ここ4年間は支部の事
務局長として各委員会の活動をサポートさ
せて頂きました。
　会員の皆様におかれましては、JSCAか
ら情報を得るだけでなく、各分科会や研
修視察などの行事にも参加して頂いて、会
員としての特典をフルに享受して頂きたい
と考えています。
　支部総会において新体制が承認されて
から１か月が過ぎようとしていますが、新
体制は既に活動を開始し、山浦支部長か
らは、熱いメッセージが次から次へ支部の
幹部に投げかけられています。桝田副支
部長をはじめ、各委員会の委員長と共に、
新支部長の熱い思いに応える所存です。４
年間の事務局長としての経験を活かして、
支部活動を盛り上げていきたいと思います
ので、皆様のご協力をお願いいたします。

ＪＳＣＡ関西ホームページに会員皆様の意見、質問に答えるコーナーを開設しております。ご活用下さい。

山浦支部長の挨拶支部総会

－１－

No.134   2017.7
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2017年度（一社）日本建築構造技術者協会関西支部支部総会　５月19日開催

関西支部　支部長
　　　　　　

「支部長就任にあたって」
　　㈱安井建築設計事務所
　　　　　　山浦　晋弘

　このたび、JSCA関西支部長という大役
を務めることになりました。支部設立以降
35年間にわたり、８名の支部長が構造設
計者の地位向上、JSCAの発展に尽力さ
れ、その後を引継ぐのは身の引き締まる思
いがいたします。
　JSCAは、構造設計者個人が質の高い
建築物を社会に提供しようと集まって、自
身のスキルを磨く場所でもあり、自発性が
求められます。社会の信頼を失うのは一瞬
ですが、得るためには毎日の地道な活動
が欠かせません。
　関西支部には「大震研」活動を始め、
「伝統構法を生かす木造耐震設計マニュ
アル」「建築構造用語事典」「若手技術者
育成講座」など多くの財産があり、さらに
展開させていこうと考えています。
　また、長周期地震動対策など私たちが
積極的に関与すべき問題が山積する一方
で、自身の働き方改革も進めていかなけ
ればならない状況にあります。本部や他支
部との連携、交流を図りながら、関西支部
のフットワークの軽さを活かして会員の皆
さまと一緒に汗をかこうと思います。では２
年間、どうぞよろしくお願いいたします。

関西支部　副支部長

　　　　　　「志を引き継いで」
㈲桃李舎
桝田　洋子

　このたび副支部長に選任されました桝田
です。よろしくお願い致します。
 関西支部の支部長と副支部長の３つのポジ
ションは、総合設計事務所、ゼネコン、構造設
計事務所が持ちまわりで担っています。私は
横田友行さんから構造事務所枠を引き継ぎ
ました。このコラムは年２回です。横田さんは
構造事務所に在籍する技術者の視点でメッ
セージを発信されました。私も真似たいと思
います。
　この６月までの２年間、月１回、本部理事と
して本部と支部の両方の運営会議に出席し
JSCAがどのように運営されているのかがよく
わかりました。この経験を生かし、これからの
２年間は山浦支部長を支えて、支部活動に力
を尽くします。
　関西支部の運営は、支部長をはじめ各委
員会の委員長が中心になって話し合いながら
行われています。会員のために何ができるか
を考え、イベントを企画する場合はワーキング
メンバーを募って準備します。JSCAはこのよ
うに志ある会員が日常業務の傍らボランティ
アで支えています。構造家懇談会関西支部の
創設から今日まで、職能集団を支えて来られ
た先輩方の志を受け継いでがんばります。

関西支部　副支部長

　　　　　「副支部長就任にあたって」
　　㈱大林組
嶋﨑　敦志

　このたびJSCA関西支部の副支部長を
務めることになりました嶋﨑です。1996年
の日米構造設計協議会での発表を機に
JSCAに入会して、20年以上が経過しまし
た。その間、支部での構造計画分科会や
広報委員会での活動を通して、JSCAにお
世話になっており、ここ4年間は支部の事
務局長として各委員会の活動をサポートさ
せて頂きました。
　会員の皆様におかれましては、JSCAか
ら情報を得るだけでなく、各分科会や研
修視察などの行事にも参加して頂いて、会
員としての特典をフルに享受して頂きたい
と考えています。
　支部総会において新体制が承認されて
から１か月が過ぎようとしていますが、新
体制は既に活動を開始し、山浦支部長か
らは、熱いメッセージが次から次へ支部の
幹部に投げかけられています。桝田副支
部長をはじめ、各委員会の委員長と共に、
新支部長の熱い思いに応える所存です。４
年間の事務局長としての経験を活かして、
支部活動を盛り上げていきたいと思います
ので、皆様のご協力をお願いいたします。

ＪＳＣＡ関西ホームページに会員皆様の意見、質問に答えるコーナーを開設しております。ご活用下さい。

山浦支部長の挨拶支部総会
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2017年度（一社）日本建築構造技術者協会関西支部支部総会　５月19日開催

関西支部　支部長
　　　　　　

「支部長就任にあたって」
　　㈱安井建築設計事務所
　　　　　　山浦　晋弘

　このたび、JSCA関西支部長という大役
を務めることになりました。支部設立以降
35年間にわたり、８名の支部長が構造設
計者の地位向上、JSCAの発展に尽力さ
れ、その後を引継ぐのは身の引き締まる思
いがいたします。
　JSCAは、構造設計者個人が質の高い
建築物を社会に提供しようと集まって、自
身のスキルを磨く場所でもあり、自発性が
求められます。社会の信頼を失うのは一瞬
ですが、得るためには毎日の地道な活動
が欠かせません。
　関西支部には「大震研」活動を始め、
「伝統構法を生かす木造耐震設計マニュ
アル」「建築構造用語事典」「若手技術者
育成講座」など多くの財産があり、さらに
展開させていこうと考えています。
　また、長周期地震動対策など私たちが
積極的に関与すべき問題が山積する一方
で、自身の働き方改革も進めていかなけ
ればならない状況にあります。本部や他支
部との連携、交流を図りながら、関西支部
のフットワークの軽さを活かして会員の皆
さまと一緒に汗をかこうと思います。では２
年間、どうぞよろしくお願いいたします。

関西支部　副支部長

　　　　　　「志を引き継いで」
㈲桃李舎
桝田　洋子

　このたび副支部長に選任されました桝田
です。よろしくお願い致します。
 関西支部の支部長と副支部長の３つのポジ
ションは、総合設計事務所、ゼネコン、構造設
計事務所が持ちまわりで担っています。私は
横田友行さんから構造事務所枠を引き継ぎ
ました。このコラムは年２回です。横田さんは
構造事務所に在籍する技術者の視点でメッ
セージを発信されました。私も真似たいと思
います。
　この６月までの２年間、月１回、本部理事と
して本部と支部の両方の運営会議に出席し
JSCAがどのように運営されているのかがよく
わかりました。この経験を生かし、これからの
２年間は山浦支部長を支えて、支部活動に力
を尽くします。
　関西支部の運営は、支部長をはじめ各委
員会の委員長が中心になって話し合いながら
行われています。会員のために何ができるか
を考え、イベントを企画する場合はワーキング
メンバーを募って準備します。JSCAはこのよ
うに志ある会員が日常業務の傍らボランティ
アで支えています。構造家懇談会関西支部の
創設から今日まで、職能集団を支えて来られ
た先輩方の志を受け継いでがんばります。

関西支部　副支部長

　　　　　「副支部長就任にあたって」
　　㈱大林組
嶋﨑　敦志

　このたびJSCA関西支部の副支部長を
務めることになりました嶋﨑です。1996年
の日米構造設計協議会での発表を機に
JSCAに入会して、20年以上が経過しまし
た。その間、支部での構造計画分科会や
広報委員会での活動を通して、JSCAにお
世話になっており、ここ4年間は支部の事
務局長として各委員会の活動をサポートさ
せて頂きました。
　会員の皆様におかれましては、JSCAか
ら情報を得るだけでなく、各分科会や研
修視察などの行事にも参加して頂いて、会
員としての特典をフルに享受して頂きたい
と考えています。
　支部総会において新体制が承認されて
から１か月が過ぎようとしていますが、新
体制は既に活動を開始し、山浦支部長か
らは、熱いメッセージが次から次へ支部の
幹部に投げかけられています。桝田副支
部長をはじめ、各委員会の委員長と共に、
新支部長の熱い思いに応える所存です。４
年間の事務局長としての経験を活かして、
支部活動を盛り上げていきたいと思います
ので、皆様のご協力をお願いいたします。

ＪＳＣＡ関西ホームページに会員皆様の意見、質問に答えるコーナーを開設しております。ご活用下さい。

山浦支部長の挨拶支部総会
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No.132   2017.1
(一社)日本建築構造技術者協会関西

2017年
迎春号

年頭のあいさつ

関西副支部長

横田　友行

　新年あけましておめでとうございます。
2013年度から４年間にわたり副支部長とし
て、ストラクチャー関西の冒頭あいさつに執筆
の機会をいただき、本当にありがとうございま
した。
　その間、建築構造設計事務所に在籍する
技術者の視点で、普段から感じていた問題や
要望を書かせていただきました。
建築確認段階における構造と意匠・設備へ
の詳細要求レベルを揃える事の要望、また構
造設計一級建築士については、受験要件（実
務経験年数および設計図書への記名押印）
の緩和、国家資格への格上げ、工事監理への
関与などです。特に、一級建築士を取得した
若い建築構造技術者のため、また現在建築
を学んでいる学生が一人でも多く建築構造
技術者への道を選んでくれるためにも、構造
設計一級建築士の受験要件である一級建築
士取得後５年間以上という実務経験年数に
ついては、少しでも短縮してほしいものです。
　この４年間では結果につながりませんでし
たが、これからも微力ながらJSCA会員にとっ
て有用な成果が得られるように、次年度から
の新・正副支部長に協力していきたいと思い
ます。

年頭のあいさつ

関西副支部長

吉澤　幹夫

　新年あけましておめでとうございます。
2017年の年初を迎え、会員の皆様におか
れましては新たな目標をお立てになって活
動を始められていることと存じます。
　昨年は４月に発生した熊本地震でM6.5
の前震とM7.3の本震で２回にわたって最
大震度7の強い揺れが観測されたことが話
題になりました。さらに観測された強震記録
の中には過大なパルス性の地震動が認めら
れています。大震研では先駆的な活動で内
陸直下型地震による過大なパルス性地震
動に関する研究成果を纏め上げられていま
すが、大震研が提案する設計用地震動を大
きく上回る地震動も観測されています。建築
物に実際に入力する地震動については未知
のことがまだまだ多く残されていると感じま
した。また昨年６月には「超高層建築物等に
おける南海トラフ沿いの巨大地震による長
周期地震動対策について（技術的助言）」が
公表されました。今年４月から運用されて具
体的な取り組みが本格化します。
　このような中で構造設計者の存在意義を
社会にアピールできるような活動に微力な
がら尽力できればと考えています。
　今年もよろしくお願い申し上げます。

年頭のあいさつ

関西支部長

小倉　正恒

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年は春に熊本地震、秋に鳥取県中
部地震が起こりました。熊本、倉吉、どち
らも地域係数0.9で、活断層による地震
はいつでもどこでも起こり得ることを改
めて認識させられました。多くの活断層
がある関西でも油断できません。一方、
超高層、免震建物に大きな影響を与える
とされる海溝型地震による長周期地震
動にも関西では気を配る必要がありま
す。
　このようにシビアな地震環境にある関
西で構造設計に従事する専門家の集団
である我がJSCA関西は、建築や街の安
全・安心を確保するための活動を継続し
つつ、構造設計者の活力や情報発信力
を高めるために職能研鑽の場を提供し、
次世代育成のための活動を進めていか
なければなりません。
　会員の皆さまの積極的なご参加、ご協
力をお願いするとともに、我々の活動に
賛同してくれる若い方々にぜひ仲間に
なってもらえるようお誘いかけもよろしく
お願いいたします。

「いよいよ竣工となる中之島フェスティバルシティ」
（2016年12月撮影）

ＪＳＣＡ関西ホームページに会員皆様の意見、質問に答えるコーナーを開設しております。ご活用下さい。
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No.128   2016.1
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2016年

迎春号

　　　　　　　年頭のあいさつ

　　　　　　　関西副支部長
 　　　　　　   
  　　　　　　　　　　　横田　友行

　新年あけましておめでとうございます。
今年も小倉支部長が目指される「多くの会
員に喜ばれる運営」のために、微力を尽くす
所存です。
　さて、昨年は工事現場において、杭の施
工管理記録を偽装するという建築業界の信
用を大きく損なう事件が発生してしまいまし
た。構造設計事務所に所属する技術者の中
には、意匠設計事務所からの依頼がないた
め、工事監理に関与できない技術者が少な
くないと思います。結果、工事現場に構造技
術者が不在のまま工事が進行してしまう現
場が数多く存在していると思います。今後
は、意匠設計事務所の技術者だけでなく、
構造設計事務所の技術者も工事監理に関
与し、建築主に品質の高い建築物を提供す
べきだと思います。そこで、一定規模以上の
建築物については、構造設計だけでなく工
事監理についても、構造設計一級建築士の
関与が義務付けられたいものです。
　今年も、小倉支部長と吉澤副支部長とと
もに、関西支部の活動を盛り上げていきた
いと思いますので、よろしくお願い申し上げ
ます。

　　　　　　　年頭のあいさつ

　　　　　　　関西副支部長
 　　　　　　   
  　　　　　　　　　　　吉澤　幹夫

　新年あけましておめでとうございます。
昨年は３月に免震装置の偽装事件が発覚
し、10月には杭の施工不良事件が発覚し
て、暗い出来事で終始した一年でした。新年
の2016年は明るいニュースが飛び込んでく
るようにと願っております。
　新年を迎え、会員の皆様におかれまして
は新たな目標をお立てになって活動を始め
られていることと存じます。
　昨年末の12月17日には、内閣府から「南
海トラフ沿いの巨大地震による長周期地震
動に関する報告」が公表されました。翌12月
18日には国土交通省から「超高層建築物
等における南海トラフ沿いの巨大地震によ
る長周期地震動への対策案について」の意
見募集が公表されました。今年は、いよいよ
長周期地震動対策の具体的な取り組みが
本格化する年になると思われます。大阪圏
での予測地震動は関東圏のそれに比べると
総じて大きくなっているようです。構造設計
者の責務はさらに重くなると思われますが、
自信と誇りをもって取り組んで社会にアピー
ルできるような活動ができればと考えます。
今年もよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　年頭のあいさつ

　　　　　　　関西支部長
 　　　　　　   
  　　　　　　　　　　　小倉　正恒

　新年あけましておめでとうございます。
　皆さまにこの駄文を読んでいただけ
るのは、新国立競技場採用案が決定し
４年後の完成に向けて猛烈なスタート
ダッシュが切られた頃でしょうか。ア
スリートたちの聖地として末永く国民
に親しまれる施設にしていただけるよ
う関係者の方々の奮闘を期待したいと
思います。
　昨年は建築物の安全・信頼に大きな
影響を与える社会的出来事が続きまし
た。私たち建築構造の設計・工事監理
に携わる者にとって無関係ではおれな
い事柄であり、建築業界の社会からの
信用を取り戻すために、JSCA会員それ
ぞれが一業界人として力を尽くさなけ
ればならないと考えます。このような
中、JSCA構造デザイン発表会2016が
今秋、再び関西で開催されることにな
りました。JSCA関西では準備WGを結
成し、盛り上がる発表会を実現するべ
く知恵を絞っていきます。会員の皆さ
まの積極的な参加、協力をぜひよろし
くお願いいたします。

「素屋根の解体を待つ白亜の城 姫路城」
（2014年3月撮影）P.5に関連記事

ＪＳＣＡ関西ホームページに会員皆様の意見、質問に答えるコーナーを開設しております。ご活用下さい。

-１-

No.124   2015.1

(一社)日本建築構造技術者協会関西

!"#$%

!"#

 　　　　　　　年頭のあいさつ   

　　　　　　 関西支部長　
　　　　　　 

  　　　　　　　　　　　安井　雅明

　新年明けましておめでとうございます。
日頃からJSCA関西支部の活動へご参加、
ご協力頂き誠にありがとうございます。Ｊ
ＳＣＡは昨年７月に法人化25周年を迎
え、関西支部としても本部と連携をとり、
構造エンジンニアリング力の新たな展開と
して「築く」をテーマに構造デザイン発表
会や講演会のイベントを開催し多くの会
員のご参加を頂きました。また本年１月に
は阪神・淡路大震災から20年の節目を迎
えています。構造設計者として震災を経験
していない世代が半数を超える状況の
中、当時の体験や尊い教訓を風化させな
いために「阪神・淡路大震災20年企画」
が実行されます。震災時代に第一線で活
躍されていた方や当時はまだ構造設計に
携わっていなかった方の世代を超えての
有意義なイベントだと思います。JSCA関
西支部は今年も、構造設計者自身が誇り
と自信を持って職能を全うすること、一般
社会によりわかりやすく理解していただく
ことを目標に様々な活動を続けてまいりま
す。会員の皆様には、今後の関西支部活
動にご理解、ご支援を賜りますようお願い
申し上げます。

　　　　　　年頭のあいさつ

　　　　　　  関西副支部長
 　　　　　  

  　　　　　　　　　　　吉澤　幹夫

　新年あけましておめでとうございます。
2015年の年初を迎え、会員の皆様におか
れましては新たな目標をお立てになって活
動を始められていることと存じます。昨年
JSCAは法人化25周年を迎えました。法人
化された1989年はバブル経済期の真った
だ中で建築業界も好景気の時代でした。
その後の四半世紀には様々な出来事があ
りました。阪神淡路大震災、耐震改修促
進法の施行と二度の改正、十勝沖地震で
の長周期地震動、構造計算書偽装事件と
建築基準法・建築士法の改正、リーマンシ
ョック、政権交代、東日本大震災などで
す。大地震が起こるたびに、また社会情勢
の変化に依存して、構造設計者に必要な
情報は多様となり、配慮すべき事項は膨
大になってきています。構造設計者はいつ
の時代においても時代の要請に応えるこ
とが望まれます。昨年末の総選挙でアベノ
ミクスが圧勝したことで景気回復が大きく
期待されています。明るい兆しの中で構造
設計が魅力ある仕事と理解される環境を
築けるように、支部活動に微力ながら貢献
したいと思います。今年もよろしくお願い申
し上げます。

　　　　　　　年頭のあいさつ

　　　　　　　関西副支部長
 　　　　　　   
  　　　　　　　　　　　横田　友行

　新年あけましておめでとうございます。
本年もよろしくお願い申し上げます。
　さて、平成20年11月28日の建築士法改
正により、建築士事務所に所属する一級
建築士、二級建築士および木造建築士に
対し、３年毎の定期講習の受講が義務付
けられるようになり、今年で７年目を迎え
ます。よって、平成21年に１回目の定期講
習を受講された方は、３回目の定期講習
を受講する必要があります。さらに、すべ
ての構造設計一級建築士は、一級建築士
の定期講習のほかに、構造設計一級建築
士の定期講習の受講も義務付けられてい
るので、３年間に定期講習を２回受講する
必要があります。
　このように、構造設計一級建築士に対
しても、一級建築士と同様に、３年毎の定
期講習の受講を義務付けるのであれば、
一定の建築物の構造設計の法適合確認
を行なうことができる構造設計一級建築
士の定義を、公益財団法人建築技術教育
普及センターが行なう講習の課程を修了
した者の呼称ではなく、国土交通大臣が
免許を与える国家資格へ、格上げしてほし
いと思います。

通天閣　免震レトロフィット改修
（2014年12月15日撮影）

ＪＳＣＡ関西ホームページに会員皆様の意見、質問に答えるコーナーを開設しております。ご活用下さい。
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 　　　　　　　年頭のあいさつ   

　　　　　　 関西支部長　
　　　　　　 

  　　　　　　　　　　　安井　雅明

　新年明けましておめでとうございます。
　2014年の年初を迎え会員の皆様にお
かれましては、新たな気持ちで活動を開
始されていることと思います。JSCAは本
年７月に法人化25周年を迎え、これを記
念する事業が企画されています。関西支
部としても本部と連携をとり積極的に取り
組んでいきたいと考えています。建築構造
設計を取り巻く環境は、近年極めて大き
な変化を遂げています。2005年に耐震偽
装事件が発覚し、2007年以降にはそれを
きっかけとして大きな制度改革が進めら
れてきました。2011年には東日本大震災
が発生し、津波や非構造部材への対応と
ともに、基準法を超える想定外の外力に
対しても、構造設計者としての考え方が問
われるようになってきています。このよう
な背景のなか、構造設計者が果たすべき
役割はこれまで以上に大きくなってきてお
り、変化にも対応していかなければなりま
せん。そのために「蒔いたとおりに花が咲
く」の言葉の通り、地道な活動を積み重
ねることを通して、構造設計者自身が誇り
と自信を持てる集団となることを目指した
いと思います。

　　　　　　年頭のあいさつ

　　　　　　  関西副支部長
 　　　　　  

  　　　　　　　　　　　吉澤　幹夫

　新年あけましておめでとうございます。会員
の皆様におかれましては2014年の年初にあ
たり、新たな目標をお立てになって活動を始
められていることと存じます。昨年の漢字
「輪」の象徴である2020年の東京五輪開催
決定を受けて、景気への好影響と関西への
経済効果が期待されています。一方で昨年
12月に特定秘密保護法が成立したことによ
り、景気回復感を支えてきたアベノミクスに影
響を与える可能性が懸念されます。今年も関
西の景気は回復傾向にあるものの、動向は
予断を許さない状況が続くと思われます。
　今年４月から特定天井等に関する告示が
施行されます。昨年11月には改正耐震改修
促進法が施行されました。長周期地震動の
対策も規定されると予想されます。建築の構
造設計者の職責は一層重みを増していくと
思われます。このような中で、達成感のある魅
力的な職業として、建築の構造設計者が活き
活きと仕事ができるような環境を築けるよう
に、支部活動に微力ながら貢献できればと考
えています。今年もご支援とご協力をよろしく
お願い申し上げます。

　　　　　　　年頭のあいさつ

　　　　　　　関西副支部長
 　　　　　　   
  　　　　　　　　　　　横田　友行

　新年あけましておめでとうございます。本
年もよろしくお願い申し上げます。
　さて、平成19年に建築確認が厳格化さ
れ、今年で７年目を迎えますが、申請に必要
な図書としては構造に関してのみ詳細図が
要求され、意匠、設備に関しては詳細図が
要求されません。このことにより、建築確認
段階での構造設計者と意匠および設備設
計者の設計細部への意識は、かい離してき
ていると感じます。意匠および設備について
は、建築確認が厳格化される前と同様、建
築確認が済んでから詳細設計が行なわれ
ています。そのため、軽微変更は当たり前と
なり、その軽微変更の範囲も当初よりますま
す拡大解釈され、建築確認の厳格化そのも
のが形骸化してきていると感じます。４月か
らは特定天井の構造設計も義務化されます
が、今のように構造と意匠・設備の足並みが
そろわない状態では、構造設計者が細部を
想定しない限り、設計は不可能です。建築確
認における構造設計者の手戻り作業を無く
すために、建築確認の必要図書の内容が構
造と意匠・設備とでそろうことが望まれます。

伊勢神宮式年遷宮  宇治橋渡始式
（神宮司庁）

ＪＳＣＡ関西ホームページに会員皆様の意見、質問に答えるコーナーを開設しております。ご活用下さい。
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(社)日本建築構造技術者協会関西
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 　　　　　　　年頭のあいさつ   

　　　　　　 関西支部長　
　　　　　　 

  　　　　　　　　　　　近藤　一雄

　新年明けましておめでとうございます。
　昨年設立30周年記念行事を開催いた
しましたところ多数ご参加いただき有難う
御座いました。新耐震の施行直前の1981
年５月29日、構造の設計・監理の実務に
責任をもつ専門家集団として、個々の会員
の持つ知力・技術力・判断力を結集し、
対外的には構造設計家とそれを取り巻く
社会との接点となり窓口となって諸団体と
協力し、構造家の職能に対する社会の理
解を深め、其の業務が正しく円滑に執り
行えるような基盤を築く事を目指し「構造
家懇談会」が発足されました。翌1982年
２月に、関東地区についで重要な役割を
演ずる予測の下、他団体や他支部の注目
の的になるとの自覚と期待の上に、一味違
う支部運営を目指して関西支部が設立さ
れました。このDNAは先輩方により脈 と々
受け継がれ、盛況で活発な支部として成
長してきました、これもひとえに会員各位
の努力の賜物と感謝いたしております。今
後とも一本筋の通った、ユニークな関西支
部の活動にご理解・ご協力を御願い致し
ます。

　　　　　　年頭のあいさつ

　　　　　　  関西副支部長
 　　　　　  

  　　　　　　　　　　　前野　敏元

　新年明けましておめでとうございます。
　会員の皆様は2013年の年初に当たり新し
い決意のもと、新しい目標をたてて活動され
ていることと思います。
　昨年JSCA関西支部は創立30年を迎え、

「関西から情熱、元気を発信しよう」をテーマ
に掲げ記念事業を行いました。事務所には

「Structure Kansai」が保管されています。私
は創刊号No１からNo10までを読んでみまし
た。創設時は現在の「構造技術者協会」では
なく、「構造家懇談会」であったのはご存じと
思います。創刊号には「私達の職能における
地位の確立を目途とし、魅力豊かで頼りがい
のある団体に育てる」という目標や、「会員個
人の自足的膨張エネルギー」という単語も見
られ、大変人間味あふれた団体であったと感
じます。
　創設時の支部会員は70名余りであったら
しいのですが、当初から年４回の定例研究会
が開催され、鉄骨や基礎などの６つの分科
会で活動されていたようです。現在関西支部
の正会員は約570名となりました。創設時の
エネルギッシュな活動に負けないように、我々
も専門家として積極的に協働しましょう。

　　　　　　　平成25年新年挨拶：
主役は構造業界

　　　　　　　関西副支部長
 　　　　　　   
  　　　　　　　　　　　新保　勝浩

　明けましておめでとうございます。今年こ
そ、良い年でありますようにと願っておりま
す。さて、ＪＳＣＡ関西では昨年に30周年記
念行事があり、10名の若手で構成されたＷ
Ｇメンバー方々の多大な労力のおかげで、
熱血でユニークで、そして異端児とも言われ
ながら自分の信念を貫き成功された、カリス
マ添乗員の平田進也さんの講演など、盛り
だくさんのユニークな企画で大いに盛り上
げて、無事に終えることができました。ＷＧの
皆様には、感謝と共にこれからのJSCA関西
を支えて戴ける確かな希望を感じさせて戴
きました。さて、今年は？と言うと、一昨年の、
震災、津波、原発事故等々の復興にはほど
遠い状況で年が明けました。景気低迷も底
が見えず、景気対策で復興・減災に大きな
予算を計上するとの事で、耐震診断の義務
化も提案されており、いよいよ建築業界も意
匠設計主体の時代から、主役が構造業界
に変わりつつ感じるのは、私だけでしょう
か？この大きな変革には、個々の構造設計
者だけでは立ち向かえない壁を壊し、取り
除くJSCAの役割はますます大きく、活躍を
期待したいと思います。

阿倍野ハルカス
（2012年12月1日撮影）

ＪＳＣＡ関西ホームページに会員皆様の意見、質問に答えるコーナーを開設しております。ご活用下さい。
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(社)日本建築構造技術者協会関西
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 　　　　　　　年頭のあいさつ   

　　　　　　 関西支部長　
　　　　　　 

  　　　　　　　　　　　近藤　一雄
　本年もよろしくお願いいたします。
　昨年は未曾有の東日本大震災や、集中豪
雨を経験し、日本の国土が如何に自然の容
赦ない振舞いに晒されているかを痛感させ
られました。社会が建築に求める安全・安心
の要求はますます高まり、その担い手として
構造設計者が責務を果たしていくことが強
く求められています。しかしながら、耐震性能
レベルは構造設計者が一人で決めるもので
はなく、社会との会話を通じて、社会が認知
するレベルで実現するものです。このたびの
震災でこのことを改めて再認識いたしました。
　関西では海溝型地震以外にも、内陸直下
型地震に対しても備える必要があります。昨
年大震研の初年度の成果として、大阪市域
の上町断層帯地震波と、直下型地震に対す
る設計法を纏め指針の形で公表いたしまし
た。この成果が、過剰な設計であるのか、こ
れでも不十分であるかは自然の回答を待つ
しかありませんが、社会全体で耐震設計を
考える魁となるよう、一歩ずつ備えを進めて
いきたいと考えます。この成果を社会一般の
方々に対する分かりやすく解説できるよう、
努力していきたいと思います、皆様のご協力
を御願い致します。

　　　　　　年頭のあいさつ

　　　　　　  関西副支部長
 　　　　　  

  　　　　　　　　　　　前野　敏元
　新年明けましておめでとうございます。
　会員の皆様は2012年の年初に当たり新
しい決意のもと、新しい目標をたてて活動さ
れていることと思います。
　建設業界は依然厳しい状況が続いてい
ます。大型工事が減少し、規模の小さい物
件が中心となって多件数の設計が要求され
る状況です。安全安心な建物を実現するた
めの設計に取り組むためには、申請業務な
どの手続きを効率よく進め、構造設計者とし
ての本来業務の時間を確保せねばなりませ
ん。
　本部理事も担っております私としては、皆
様の想いを吸上げJSCA全体として活動せ
ねばならないと考えています。
　昨年、勤続30年の節目となり２週間の休
暇をいただきイタリアに行ってまいりました。
歴史ある多くの建築物や美術品はもちろん
すばらしいものでしたが、訪れる先々で働い
ている人々がみんな実に楽しそうに仕事をし
ていることが、強く印象に残っています。人々
は自分のしごとに楽しく取り組んでいます。
厳しい状況でも楽しく設計ができるように努
力したいと思います。

　　　　　　　新年挨拶：期待と不安

　　　　　　　関西副支部長
 　　　　　　   
  　　　　　　　　　　　新保　勝浩
　昨年は、震災、津波、原発事故等々の未
曾有卯の天災が生じた試練の年でしたが、
その中でも、困難に立ち向かい、乗り越える
強い心や絆に感動させられた年でもありま
した。さて、構造設計業界に目を向けると、品
質管理の重責を背負わされ、短い工期に追
われ、確認申請と適判対応に明け暮れる
日々が、今年も始まりました。おまけに、設計
料がこの不況で一段と値下がり傾向にあり
ます。こんな状況の中で、構造設計を若者が
目指してくれるのでしょうか？厳しい業務状
況や重い責任は、建築士として受け止めなく
てはならない事としても、達成感や充実感を
味わえることも少なく、報われるとしたらやは
り報酬ではないでしょうか？初めて構造設
計料について言及され、今や有名無実と
なっている告示15号を、JSCAが制度の一
環として、改めて業界に浸透させる事が急務
です。そのためには、構造設計一級建築士す
べてが、JSCA会員となれば、実現する可能
性が大いにあると思います。最後に、東北の
被災地の方々の一日も早い復興を願い、今
年こそ、明るい年となるよう皆さんで頑張り
ましょう。

姿を表す大阪駅北地区の
超高層ビル群

（2011年12月13日撮影）

ＪＳＣＡ関西ホームページに会員皆様の意見、質問に答えるコーナーを開設しております。ご活用下さい。
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 　　　　　　　年頭のあいさつ   

　　　　　　 関西支部　支部長　
　　　　　　 

  　　　　　　　　　　　近藤　一雄
　新年明けましておめでとうございます。
　2009年11月に発足しました「大阪府域
内陸直下型地震に対する建築設計用地震
動および設計法に関する研究会」初年度成
果を３月には公表できるところまで固まって
きましたので、本号に於いてその概要を紹介
いたします。関係各位のご尽力に敬意を表
すと同時に心よりお礼申し上げます。
　平成27年度までに住宅・特定建築物の
耐震化率を９割にする目標達成のため、昨
年末に国から建築物所有者等への直接補
助を行う、住宅・建築物耐震化緊急支援事
業が開始されるなど、各種施策が推進され
ています。学校等公共建物の耐震診断、耐
震化は進んでいますが、民間の住宅・建築
物については遅れているのが実情です。一
方で、民間建物の所有者は安心して診断等
を依頼できる専門家を求めています。JSCA
ではこれらのニーズに対応するため、本部及
び関西支部を核として耐震診断能力を有す
るJSCA正会員所属事務所を紹介する体制
整備を、新年より開始いたします。
　本年もJSCA活動への積極的な参加を期
待いたします。

　　　　　　年頭のあいさつ

　　　　　　  関西支部　副支部長
 　　　　　  �鹿島建設

  　　　　　　　　　　　辻　幸二
　新年明けましておめでとうございます。
　今年の干支は辛卯（しんぼう）ということ
で、植物が新たに芽吹き、大きく成長して繁
茂する年で、非常に縁起が良い年とされて
います。ライト兄弟が初飛行したのは1903
年の卯年、リンドバーグが大西洋単独無着
陸飛行したのは1927年の卯年ということ
で、初めてとか飛ぶとかの多くの縁起の良い
できごとが過去の卯年にはあったようです。
ちなみに、私は1951年卯年生まれで、還暦
を迎える年男です。その年の１月３日に、
NHK紅白歌合戦がラジオで生放送された
そうです。紅白は第４回から大晦日に行なわ
れるようになったそうですが、当時三つ子で
すので、紅白の時間には爆睡中でしょうか
ら、記憶がありません。
　昨今の日本を象徴するように、私ども建
築業界を取巻く環境は益々厳しさを増して
いるように感じますが、皆様はどのように感
じておられるでしょうか。今年はJSCA本部
理事、及び支部幹事の改選の年です。辛卯
の年に当たり、新しい理事・幹事の基に、会
員一人ひとりが、自分ができることを実行し、
JSCAの繁栄と会員の地位向上に向けて、
一致団結して取り組んで頂きたいと祈念し
ております。

　　　　　　　年頭のあいさつ

　　　　　　　関西支部　副支部長
 　　　　　　   
  　　　　　　　　　　　西村　清志
　明けましておめでとうございます。
　本年はうさぎ年であります。皆さまの飛躍の
年であれば幸いと思います。一方、新規建築工
事の減少状況で、建築構造設計業界は冬の時
代と感じられます。
　JSCA関西では会員の皆様の頑張りにより、
会員に少しでも暖かさを感じていただくために、
活発に活動を続けております。大震研、各技術
系分科会、技術系ゼミナール、初級構造講座、
中堅向けスキルアップセミナー、シニア向け構
造講座、など多彩なメニューで構成され、皆さ
まの参加をお待ちしております。本年もこれらの
活動が増々盛んに充実したものになります。こ
れらのプログラムに参加しますと、皆さまは会員
相互の力で勇気付けられ、助けられると思いま
す。ＪＳＣＡ会員のメリットはこれらの活動に積
極的に参加する事です。受け身の参加ももちろ
んＯＫですし、部会に参加して活動して行くこと
は更に知識を広げ、交友関係を活性化して一
層充実した技術者として活躍できると思いま
す。皆さまの参加をよろしくお願いします。日常
業務では、確認申請、適合性判定があります
が、最近でも関西圏では改善が遅れており、「と
んでもない」話があるようです。この件の是正に
対しても取り組んでいく所存です。本年もよろし
くお願いします。

変貌する大阪駅周辺
（2010年12月19日撮影）

ＪＳＣＡ関西ホームページに会員皆様の意見、質問に答えるコーナーを開設しております。ご活用下さい。
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No.104 2010.1
(社)日本建築構造技術者協会関西

2010年
迎春号

 　 　 　 　 　 　 　年頭のあいさつ   

　　　　　　　 支部長　
　　　　　　 

  　　　　　　　　　　　近藤　一雄
　新年明けましておめでとうございます。
　耐震強度偽装という予想もしなかった
事件から始まった一連の法改正により構
造設計者の役割と責任が法的に明確にな
りました。安全・安心な良質な建築物、
構造物を創造するには、その職責を達成
するにふさわしい自覚と発言力が必要で
あります。JSCAの理念を実現するため、
新資格の構造設計一級建築士が会員の中
核となり、広範な構造技術者を包含する
よう積極的に会員増強活動を行うと同時
に、今年度からはより一層の研修制度の
充実を図っていきます。
　昨年度より開始いたしました、耐震診
断・補強判定委員会への関心も高く多数
の申し込みが寄せられています。また、
大阪府域内陸直下型地震設計法研究会に
ついても各方面からの注目度も高く、そ
の成果に対し大きな期待が寄せられてい
ます。
　JSCAの活動も年々多岐にわたってき
ています、これら構造設計者の職能向上
に寄与する活動に、構造設計者のリーダー
であるJSCA建築構造士の積極的な参加
を期待いたし、新年のご挨拶と致します。

　 　 　 　 　 　 年頭のあいさつ

　　　　　　　 副支部長
 　　　　　  ㈱鹿島建設

  　　　　　　　　　　　辻　幸二
　明けましておめでとうございます。民主党
政権に替わって、建築基準法の改正に向けた
関係各界のヒアリングが昨秋から始まりまし
たが、私たち構造設計者にとって、望ましい方
向に向けた改正であることを願っています。
今年は寅年。寅年の謂れは、草木が伸び始める
状態を表すそうですので、構造設計一級建築
士制度が本格的にスタートする年回りとして
最良の干支ではないでしょうか。
　関西支部の活動に参画するようになって早
十数年になりますが、姉歯事件の前後でJSCA
の役割・活動は飛躍的に重要になっていると
感じています。震災10周年の記念事業を企画
した時は、JSCAの活性化が大きな課題でした。
今年は、震災15周年の節目の年にも当たり、１
月18日には、「阪神・淡路大震災15周年フォー
ラム」が神戸国際会議場で開催されますが、日
本地震工学会、日本建築学会等13学協会の中
にJSCAも共催者として名前を連ねています。
一方、私たち構造設計者にとって、最も悩まし
い課題の上町断層地震等に対する研究会であ
る略称「大震研」の活動も本格的に始まります。
その他、若手・中堅・シニア研修会、耐震診断委
員会と新規活動も企画されています。年頭に
当たり、会員の皆様の積極的なご支援をお願
いしたいと思います。

　 　 　 　 　 　 　 年頭のあいさつ

　　　　　　　　副支部長
 　　　　　　 ㈱平田建築構造研究所  
  　　　　　　　　　　　西村　清志
　新年おめでとうございます。本年も皆
様にとって良い年でありますよう祈念い
たします。
　新年早々でありますので、希望のある
意見を述べさせていただこうと思います。
建築の構造設計は、建築に対する知識と、
一般常識より醸成される「創造と挑戦」
であると考えます。精神的にこれを阻害
するものは在ってはならないと思います。
建築物は社会基盤をなすものであります
から一定の規制は受け入れましょう。近
頃の適判はピアチェックなら意義は大き
いですが、本道からは脱線している現状
です。建物規模別、設計者別に別案があ
って然るべきだと思います。構造設計は
現実に建物が完成される達成感のある仕事、
後で訪れる事の出来る物が残っている仕
事です。
　JSCAはこの仕事を応援する組織です。
情報伝達、教育、レヴュー、構造士の研
鑽制度の充実が重要事項と考えます。社
会に構造設計技術者を認知、理解しても
らうにはまだ時間も努力も必要です。社
会どころか、建築界での理解もまだまだ
必要と思われます。

奈良東大寺大仏

ＪＳＣＡ関西ホームページに会員皆様の意見、質問に答えるコーナーを開設しております。ご活用下さい。
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No.100   2009.1
(社)日本建築構造技術者協会関西

100号
記念号

 　　　　　　　   Structure Kansai  
　　　　　　　100号記念号
　　　　　　　発行にあたって

　　　　　　　広報委員長　
                     大林組　設計部部長
　                              安井　雅明

１．はじめに
　新年あけましておめでとうございます。

会員の皆様におかれましてはいかが新年

をお迎えでしょうか。さて今回の2009

年 新 年 号 は 、 関 西 支 部 の 広 報 誌

Structure
Kansaiが創刊されて100号と

なる記念すべき号であります。

　広報誌は、広報委員会が企画・編集・

発行を行いますが、その掲載内容は、多

くの会員の方々の原稿や生の声を頂くこ

とにより構成されています。記念号の巻

頭ページをお借りして、これまで広報誌

を発行してこられた広報委員の方々や、

原稿を頂いた多くの会員の皆様に、まず

は感謝の意を表したいと思います。

２．広報委員会の活動
　現在広報委員会は、私を含めて合計

15名（石槌・大住・垣岡・金田・河野・

小島・白髪・白沢・田代・藤井・三原・

三輪・安井・山浦・山根　敬称略順不同）

で活動を行っています。広報委員会の活

動は、会員の皆様への情報提供を中心に、

基本的には会員サービス向上を目的とし

た活動と位置づけております。

　具体的な委員会活動は、「広報誌

Structure
Kansaiの企画・編集・発行」

「ホームページの企画・更新・管理」

「産・官・学関連機関へのＰＲ活動」な

どであります。中でも広報誌の発行は、

委員会活動の中心で大部分のエネルギー

を費やしています。各号ごとに2名の方

にご担当頂き企画・編集・発行を行ない

ますが、年４回の発行を継続していくた

めに、委員の方々には大変なご苦労をお

かけしております。

　その他ホームページの企画・更新・管

理は、情報化網の進展のため、現在その

充実に取り組んでいます。会員の皆様へ

の一斉メールや、アンケート調査などが

迅速に行なえる環境になりつつあります。

３．広報誌の歴史と役割
　Structure
 Kansaiの第1号は1982年

６月に構造家懇談会関西支部設立を巻頭

記事として創刊され、以来今年で27年

100号を数えました。

　これまで継続して広報誌を発行してこ

られた先輩の方々に敬意を表する意味で、

歴代の広報委員長をご紹介させていただ

きます。

　　初代　樋口元一

　　２代　板垣勝善

　　３代　岡本達雄

　　４代　多賀謙蔵

　今回記念号の企画は広報委員全員で取

り組みました。編集委員としては三原清

敬さんと河野隆史さんがご担当されまし

た。三原さんにおかれましては、広報委

員会が発足し、Structure
 Kansai
 第１

号創刊当時から広報委員として活動して

こられました。その方が100号記念号の

編集委員を受け持たれたことをここに紹

介させていただくとともに、長年のご活

躍と今回の記念号発行のご苦労に対して

深く敬意を表します。

　さて過去のバックナンバーの記事を今

改めて開けて見ますと、関西支部の広報

誌として多くの役割を果たしてきたと感

じます。「会員相互の情報交流の場」と

しての役割が基本ではあると思います。

しかし100号の積み重ねにより「関西の

構造技術の歴史そのもの」を読み取るこ

とができる価値ある文献になっています。

またJSCAという全国組織の中で「関西

支部としての役割や活動方針」を考える

上での貴重な資料ともなっているのでは

ないでしょうか。Structure
 Kansaiは

支部報として今後も果たすべき役割は大

きいものと思います。

４．おわりに
　今回の100号記念号発行を契機に、会

員の皆様へのさらなるサービス向上につ

ながるような広報委員会としての活動を

続けていこうと考えています。

　広報誌Structure
Kansaiにおいては、

200号記念号発行に向け、新たな企画内

容にもチャレンジしていきます。またホ

ームページについては、今後JSCA関西

支部活動の情報網の主力となると思いま

す。そのためより使いやすい環境に随時

更新していきます。

　会員の皆様のご支援をどうぞよろしく

お願いします。

今春リニューアルオープンを目指す阪神甲子園球場（2008.12.8撮影）

ＪＳＣＡ関西ホームページに会員皆様の意見、質問に答えるコーナーを開設しております。ご活用下さい。
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No.96    2008.1
(社)日本建築構造技術者協会関西

2008年

迎春号

 　　　　　　　年頭のあいさつ   

　　　　　　　 支部長　
　　　　　　 ㈱竹中工務店

  　　　　　　　　　　　角　　彰
　平成20年の新春を迎え、謹んで新年
のご挨拶を申し上げます。会員の皆様に
は、新たな気持ちで穏やかな新年をお迎
えになられたこととお喜び申し上げます。
　さて昨年の改正基準法の施行に始まる
建築構造設計界の激変は、想像を超える
激しさで我々の上に吹き荒れました。ま
たこの激変は我々構造設計者だけでなく
広く建築界全体、国民経済全体に影響を
与えています。本年はさらに建築士制度
の抜本的改定が予定され、新たな問題の
発生が危惧されています。
　忌まわしき偽装問題から始まり、いま
や社会は構造設計者の信頼性、耐震安全
性の信頼性に対して疑問を投げかけてい
ます。構造設計の適正化は我々の問題だ
けではなく、広く日本全体の安全安心の
ためにどうしても成し遂げなくてはなら
ないものとなりました。我々が率先して
変らなくてはなりません。構造設計者、
JSCAの存在を賭けて活動するときと考
えます。
　昨年にまして、共に考え行動する皆様
方の熱いご支援、ご指導をJSCA関西に
賜りますよう、伏してお願い申し上げま
す。

　　　　　　年頭のあいさつ

　　　　　　　 副支部長
 　　　　　  ㈱東畑建築事務所

  　　　　　　　　　　　近藤　一雄
　新年あけましておめでとうございます。
　改正基準法の施行からはや半年が過ぎま
したが、まだまだ混乱が続いており、超多忙
な越年となりました。年末期における大阪
府内での建築確認済証交付件数は、４号建
築物で前年比約90％、１号から３号建築物
で前年比約80％と回復傾向にありますが、
着工新設住宅戸数は前年比約50％でした。
建築産業の大多数を担う中小建設業者、大工・
工務店において特に、建築確認申請に困難
をきたしている状況を踏まえ、国交省の要
請もありJSCAではサポートセンターを設
置し、アドバイスをすることになりました、
関西支部に於いても新年から本格的に活動
することになりますので、会員の皆様のご
協力が必要となります、激務の中ご多忙で
はありますが、よろしくお願い申し上げます。
　本年は、構造設計一級建築士制度の初年
となります。実質的な適用は来年になりま
すが、今後は技術者の資質が問われること
になり、淘汰も予想されます。着工件数の回
復の努力も必要ではありますが、構造設計
者のあり方、設計のあり方、建築生産のあり
方など、建築社会も大きな変革が必要な時
です、皆様と共に考える初年としたいと考
えます。

　　　　　　　年頭のあいさつ

　　　　　　　　副支部長
 　　　　　　 ㈱平田建築構造研究所  
  　　　　　　　　　　　西村　清志
　新年明けましておめでとうございます。
本年も我々の仕事環境は、昨年の構造関連
法令改正に伴う混乱が予想されます。特に
確認申請から適合性判定までの期間が長く
なり、新聞等によれば経済停滞にまで及ん
でいます。会員の皆様も、仕事の手戻りや、
意匠との整合性に多大な時間を要する仕事
の多重化にご苦労されていることと思いま
す。時間を要することは業務に係わる業種
に理解を求める必要があります。
　JSCA関西支部は適合性判定に積極的に
参加し、このシステムが円滑に実行される
よう協力しています。これは今回の法改正
が全て我々にとって悪いことばかりでは無
いとの考えがあるからです。構造設計が重
要であり、設計にも許認可にも時間を要し、
現場の監理も重要であることを、社会に知
らして行かねばなりません。
　今年は更に構造一級建築士制度も施行さ
れ、いよいよ流れは本流に向かいます。こ
の流れに飲み込まれることなく、建築構造
設計の根幹を見据えた行動を考えて行かね
ばなりません。会員の皆様と力を合わせて、
会勢の拡大と情報の伝達に努力したいと思
います。今年が皆様にとってよい年であり
ますように。

なんばパークス

ＪＳＣＡ関西ホームページに会員皆様の意見、質問に答えるコーナーを開設しております。ご活用下さい。
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ＪＳＣＡ関西ホームページ　http://www.mmjp.or.jp/jsca-kansai/

No.92　2007.1

(社)日本建築構造技術者協会関西

2007年

迎春号

 　　　　　　　年頭のあいさつ   

　　　　　　　支部長
　　　　　　　　　　　　  ㈱大林組  
  　　　　　　　　　　　八木　貞樹
　新年明けましておめでとう御座います。

景気回復を受けて構造設計業務は多忙を

極めているのではないでしょうか。さて、

本年は構造家懇談会の関西支部設立25

周年に当たります。記念事業を年内には

開催すべく、構造設計経験25年前後の

中堅の方々を中心に企画をお願いしてい

ます。ひとつだけお願いしたのは創立メ

ンバーを中心とした企画も入れていただ

きたいということです。どのような企画

になるか今から楽しみです。一方、耐震

偽装問題から派生した業務は減少化に向

かっています。超多忙な本業に加えて、

構造レビュー、相談窓口業務に協力いた

だいている皆様、また各委員会・分科会

はじめ支部活動に協力していただいてい

る皆様に感謝したいと思います。支部長

として３期丸６年が過ぎようとしていま

す。お引き受した当初の意に反し長く務

めて参りましたが、新年度からは支部長

の交代をお願いしています。新規に立ち

上げたこと、遣り残したことはあります

が、任期一杯頑張る所存ですので、皆様

方の更なるご支援をお願いして、私の年

頭のご挨拶としたいと思います。

　　　　　　年頭のあいさつ

　　　　　　　 副支部長
 　　　　　  ㈱東畑建築事務所

  　　　　　　　　　　　近藤　一雄
　新年あけましておめでとうございます。

　2006年は計算書偽装事件の後始末に追

われた1年でした。一般市民からの依頼を

含め約100件の構造計算書の偽装チェック

や、73件の国交省サンプル調査に伴う既存

建物の再構造計算およびレビューを行い

ました。現行の建築基準法では構造設計者

の判断に任されている部分が相当ありま

すが、大多数の構造設計者は安全側の結果

が得られるような判断の元設計を行なっ

ています。が、中には、一次設計、二次設計

で共通であるべき数値を使い分けている、

部材の剛性低下率を適切な根拠無く直接

入力しているなど、構造設計者が都合のよ

い解釈をしているケースも有りました。こ

のような現実の中で、建築物の安全性に対

する信頼を回復するための１つとして本

年6月から構造計算適合性判定制度が開始

されます。　JSCA会員特に建築構造士の

皆様には、新制度の円滑な運営のため今ま

で以上のご協力をお願いすることになり

ます。上記の問題等によるトラブルも予想

されますが、技術者、構造設計者としての

倫理に基づいた行動が全ての問題解決の

基本と考えます。構造技術者、建築社会の

信用確立の初年となるよう行動しましょう。

　　　　　　　亥年の夢

　　　　　　　　副支部長
 　　　　　　 ㈱能勢建築構造研究所  
  　　　　　　　　　　　永谷　芳郎
　明けましておめでとうございます。

　阪神淡路大震災、関東大震災等々、亥の年には、

大地震が起こっているようですが、明るい年

にしたいものです。自然災害を克服するのは

容易ではありません。出来るところから克服

していきたいものです。改正建築士法では、書

類の閲覧（第24条の５）に賠償責任保険が言及

されています。建築物の設計ミスにより生じ

た損害を、補償する保険の事です。設計ミスは

神様でも無い限り、誰でもします。賠償責任保

険は設計者の必需品と思います。耐震偽造事

件でクローズアップされた耐震設計に、地震

保険がプラスされれば、構造設計者だけでなく、

その建物を購入される方の最大の味方になり

ます。今のところ、地震保険を引き受けてくれ

る保険会社はありません。が、不可能では無い

ようです。賠償責任保険に地震保険を付与す

るためには、JSCAの建築構造士によるレビュ

ーを最高の権威として確立する事です。JSCA

の構造レビューを受けた建築物に対しては、

地震保険が掛けられる。そうなれば、建物を購

入される方も、デベロッパーの方も安心して

購入ができます。耐震偽造のチェックも必要

です。が、このチェックは、構造設計者を虚し

くします。自らの構造設計を誇れるものにし

ていくのが、JSCAの努めだと考えています。

西本願寺御影堂
平 成 大 修 復
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 　　　　　　　年頭のあいさつ   

　　　　　　　支部長
　　　　　　　　　　　　  ㈱大林組  
  　　　　　　　　　　　八木　貞樹
　あけましておめでとうございます。昨

年11月中旬に公表された「姉歯問題」

はモラルのない構造設計者の信じ難い反

社会的行為が、深刻な社会問題を引き起

こしました。JSCA関西支部も本部や行

政と連絡を取りながら役員会で議論を重

ね、社会的使命を果たすべくレビュー委

員会の設置と相談窓口の開設を行い、活

動を開始しました。この件につきまして

は軽々に結論を述べる段階ではありませ

んので、今後の展開を注視し、関西支部

として適切に対応していきたいと考えて

います。


 JSCA関西支部の活動としては当面は上

記問題の対応が最優先ではありますが、

残された課題にも取り組む必要がありま

す。JSCAの収支改善策の一つとして支

部賛助会員の募集があります。本部案と

して出され、関西支部としては募集する

方向で具体的な検討しています。他にも

OBの方々の活動の場の創出など活性化

するための昨年度からの施策があります

が、継続して取り組んでいきたいと思い

ます。会員の皆様の更なるご支援をお願

いして年頭のご挨拶といたします。

　　　　　　年頭のあいさつ

　　　　　　　 副支部長
 　　　　　  ㈱東畑建築事務所

  　　　　　　　　　　　近藤　一雄
　新年明けましておめでとうござい

ます。

　昨年発覚いたしました「耐震強度

偽装事件」は波紋が大きすぎ、今だ

に一般市民の不安は解消できず混乱

をきたしていますが、昨年暮れに急

遽JSCA関西においても組織しました

レビュー委員会体制に多数の会員の

協力を得て何とか活動を開始するこ

とができました。微々たる歩みでは

ありますが、当面の一般消費者の不

安の解消の一助の役割は成している

と感じています。先の見えない活動

ですが今後とも継続して行かねばな

らないものと考えております。会員

皆様の更なるご協力をお願いいたし

ます。

　また、対応策を講じるだけでなく、

これを機に構造設計者のあり方、確

認制度のあり方、保険制度、また遅々

として進展しない耐震改修問題等々、

新社会システムの仕組みの構築に向

け関西支部においても広く、深く議

論を重ね提言する年にしたいと考え

ています。

　　　　　　　年頭のあいさつ

　　　　　　　　副支部長
 　　　　　　 ㈱能勢建築構造研究所  
  　　　　　　　　　　　永谷　芳郎
　新年明けましておめでとうございます。

昨年は、構造計算書偽造事件は元より、幼

い子供が無残な目に遭った記事が、毎日の

ように報道されました。戦前のことはよく

知りませんが、自由と引き換えに、精神的

な支えであったと思われる、神様も仏様も

行事に埋没し、論語も語られなくなりまし

た。近所の怖い小父さんもいなくなりまし

た。自由は野放しではないはずです。どこ

で箍が外れたのでしょう。どなたかの記事

ですが、明日の食事も用意できそうに無い

程貧乏な村が、自分らの食事を削ってまで、

他所からの人を歓迎する。経済的に恵まれ

ることが、人としての尊厳を損なうのでし

ょうか。理屈では反対ですね。構造計算書

偽造グループは、欲の集まりだったのでし

ょう。幸いにもJSCAは倫理規定を持って

います。建設業団体も行動規範があります。

この機会に会員は、「倫理規定」を読み返

してください。人として、技術者として、

当たり前のことが書かれています。

　願わくは、市民が耐震構造に目が向いて

いる間に、建築構造士を法的な資格に持っ

て行く。これを契機として本年を、明るい

年にしましょう。

　皆様方のご活躍をお祈りします。

京都迎賓館
撮影　村井　修

－３－

■講演会　15:00～16:30
平田　進也　さん
株式会社日本旅行　西日本営業本部
営業推進事業部　担当部長
演題：「浪速のカリスマ添乗員が語る
『ほんまもんのサービスはこれや！』」

講演内容：
お客様の中での社長
・2009年ＪＲから来られた丸尾社長より「日
本旅行は取り柄ないが、あんたは面白い。お
金と人をつけるから好きなことやりなさい。」
と言われた。私は会社内では異端児。「私は
お客さんの中での社長になりたい。」と言っ
て、９人のスタッフを集め「おもしろ旅企画ヒ
ラタ屋」を立ち上げさせてもらった。
現場主義
・会社に勤めて32年間、お客様に「怒られ
て、認められて、感謝される」の繰り返しだっ
た。はじめは怒られて、一生懸命やって一人
前になったと認められ、認められることをど
んどんやっていたら、「あんたしかおれへん。
あんたそこまでやるか。ありがとう。あんたの
することにはびっくりした。」と感謝されるよう
になった。
サービスは無限
・人を喜ばすことをとことんやる。お客さんは
笑っている時にお金を使う。
・「笑いは心のバリアをといて、財布のひもを
とく。」商売は和ませること。そうすれば売れ
る。それが私のビジネス。お客さんは気持ち
よく買いたい。
・一番大事なことは「おもてなし＝ほどこし」。
ほどこしは、「ほどを超す」までやる。ありがと
うもほどを超す。やりきる姿が感動をもっても
らえる。100％のありがとうは社交辞令。とこ
とん楽しませ、お客さんの予想を超えてサー
ビスする。バスの中で私は４時間でも面白い
ことをしゃべり続けるし、宴会では女装もす
る。こんな添乗員はいない。「130％のありが
とう」でリピーターになってもらえる。口コミ
ほど素晴らしいものはない。
いいプレゼン
・観光…光を観せる。あなたの会社に「光」
があるか。お客様に好かれているか。
・人間関係の浸透度で売れる。いいプレゼ
ンでお客さんに魅力を伝える。値打ちのわか
る人に旅行を売る。私が売るのはお値打ち
感のある旅行。お値打ち感と格安は違う。安
売りに未来はない。

・私は一人で年間８億の個人旅行を売る。リ
ピーター７割。ファンクラブ22000人。
・テレビ、ラジオの広告をただで使う。ＴＶ「と
なりの人間国宝」視聴率13％、330万人が
見ているところに無料で出て、私と行くツア
ーを売る。１泊２日７万円のカニ旅行に、
1500人が集まる。魅力ある商品に置き換え
たら売れる。
冬のソナタ
・６年前。ドラマ「冬のソナタ」が終わったと
き。真夏に、マフラーを巻いて私が「ヨン様」
に扮して韓国の冬のソナタのロケ地をアテ
ンドする旅行を企画。２泊３日で79800円。
ある旅行会社では19800円で売っているよ
うな時代。でも、募集から直ぐに1500人が
集まった。夏の企画だから「冬のソナタ」なら
ぬ「夏のドナタ」というのでやった。（笑）要
は、笑わしてナンボ。人を笑わすこと。人を喜
ばすこと。これは売れると思って秋に「秋の
アンタ」をやったが、15人しか集まらなかっ
た。（笑）
ターゲットは熟年層の女性
・私のターゲットは50～60代の奥さん。影
の権力者は女性。10～30代は狙わない。
・「仇討ツアー」が人気。四時間の家出。17
時から始まり、北新地のクラブ、お洒落なレ
ストランでコース料理、そしてニューハーフ
ショーで豪遊。今まで男達ばかり飲み歩い
ていたことに仇を討つ。そして、不景気で暇
な北新地を盛り上げる。
心を癒す
・ツアーでは「お祝い会」をする。お客様を認
めてあげる会。お客様と喜ぶ会。非日常をお
客さんに提供して、心を癒してあげることが
仕事。旅行という形を借りて、気持ちを伝え
ることが私の目的。
・高齢化社会。お客さんはさみしい。そんな
人を救うのが仕事。一番欲しいのは「本当の
ありがとう。」
ポジティブに生きる
・運勢とは、勢いを運ぶ。勢いのある人間に
なるため、ポジティブに生きるために、20年
間日記をつけている。充実した日に○をつけ
る。20年前は46個だったが、去年は286個
になった。
・人生はあっという間の50年、60年。ポジテ
ィブに生きることで、自分自身の人生に納得
できる。やらされている仕事は面白くない。自
分で進んでやる仕事は面白い。年間150日
添乗。113本講演。こんな幸せはない。

顧客志向
手帳に書き留めている言葉を紹介する。
・「店はお客のために存在する。」
・「ありがとうと言う様に、言われる様に。」
・「先用後利」（富山の薬売り）。先ずは用い
られること。利益は後から。
・「先義後利」（大丸創業者下村彦右衛門）。
はじめから利益を思ってはいけない。顧客
満足を何より大事にする経営。

平田進也さんプロフィール
1957年奈良県生まれ。
1980年京都外国語大学卒業後、日本
旅行に入社。営業9年、海外業務11
年、販売促進10年を経て、現在は西日
本営業本部　営業推進本部営業推
進事業部担当部長を務める。
■著書
『旅行業界のカリスマ　７億稼ぐ企画
力』（小学館）
実体験に基づいたビジネス書『出る杭
も５億稼げば打たれない！』（小学館）
など

平田進也さん

－２－

■基調講演　15:30～16:50

毛利　衛　さん
『未来建築としての宇宙ステ－ション』



　JSCA関西が発足した1982年は、アメ

リカの航空宇宙局（ＮＡＳＡ）が国際宇

宙ステ－ション（ＩＳＳ）計画構想に着

手した年である。宇宙開発による成果は

一般に30～50年後に一般社会に還元さ

れる。例えば太陽電池や燃料電池など、

アポロ時代に初についたものが数十年経

て今日やっと一般化してきている。




　宇宙ステーション計画に対しては、

1985年にヨーロッパ・カナダ・日本が、

1993年にロシアが参加を表明し、現在

では、米・欧・加・日・露の各国が協力

して計画を進めている。

　国際宇宙ステーションは地上約

400km（ほぼ大阪－東京間の距離に等

しい）上空に建設される巨大な有人施設

で、天体観測や無重力などの特殊な環境

を利用した様々な実験や研究を行うこと

を目的としている。

　1998年11月に最初のパーツが打ち上

げられ、その後数十回に渡って順次構成

パーツを増やし、宇宙空間で段階的に組

み上げられる。最近では日本の実験棟「き

ぼう」の保管室部分が土井宇宙飛行士他

の手により接続されたばかりである。「き

ぼう」は今後、実験室・船外プラットフ

ォーム（庭園）が順次接続される予定で

ある。「きぼう」の実験室は直径4.2ｍ

長さ11.2mの円筒状の形をしている。重

量は約５ｔである。

　国際宇宙ステーションは各国のパーツ

の集合体なので、使いやすさや故障のし

にくさ等、各国の技術力の違いが如実に

現れる。これらの点でも各国間で盛んに

競争されており、各国の技術力・バック

アップ体制が試されている。地上の技術

者の勝負になっている。

質疑

Ｑ．人工重力について。

Ａ．遠心力を利用した人工重力装置の研

　　究はなされているが、振動の克服や

　　開発費用の問題があり、実機に搭載

　　することは現在の所断念されている。

Ｑ．無重力はどのようなもの？

Ａ・体が不安定で常に何かにつかまって

　　いる必要がある。足はいらない。手

　　がもう２本ほど欲しくなる

　・水がジェル状になる。

　・水が貼り付くので下手をするとコッ

　　プ１杯の水でおぼれてしまう。

Ｑ．生命に関すること。

Ａ・生命はどこから来たか、将来無重力

　　空の宇宙で子孫を残していけるか等

　　の研究は大きなテ－マのひとつ。

　・無重力状態では骨内のカルシウムが

　　容易に溶け出し、骨粗症性になりや

　　すい。宇宙実験によりこの分野の開

　　発が進むだろう。

Ｑ．日本から月に行くという話が全くな

　　いのはなぜ。

Ａ・確かに国家的取り組みはない。

　・日本の場合、何かの事故で人が亡く

　　なるとそのプロジェクトは終わる。

　　欧米ではその犠牲を乗り越えて更に

　　進む。国柄か、強いもの・意志がな

　　い。「命を懸けても更に行く」「敢

　　えて自ら進んで新しい境地を目指す」

　　という姿勢が足りない。日常生活で

　　は劇的な発展は望めない。異なった

　　環境の元で始めて新たなものが産ま

　　れるということが多いものである。

　　建築分野についても同じ事が言える

　　のではないか。劇的な新しい発想が

　　必要である。

Ｑ．宇宙ステ－ションの劣化は？

Ａ・寿命30年程度といわれている。

　・宇宙放射線のほか、宇宙を浮遊する

　　大きなゴミが衝突すると問題。

　・外壁はアルミ合金で、基本的に厚さ

　　3～5mm程度の板にバンパーのよう

　　なリブ補強がなされている。

　・実際には金属はあまり劣化の問題な

　　いが、人間の方が問題。１回の滞在

　　は半年間くらいが限度。通算では１

　　年半くらいが限度とされている。




　国際宇宙ステーションは各国から６人

が乗っている小世界で、食料・燃料など

様々なものに限りがある。不具合が起き

た時に修正するシナリオは常に重要。

われわれの子供の世代に確実に地球温暖

化が大問題となる。人類が生き延びるた

めのシナリオを描ける人材が必要である。

※毛利衛さん略歴
北海道余市町生まれ。
北海道大学大学院終了。
1985年宇宙飛行士となる。
1992年及び2000年にスペースシャ
トル　エンデバーで宇宙へ。
現在　日本科学未来館　館長

毛利　衛さん

国際宇宙ステーション／JAXA　HPより

1983 年度の支部組織

中之島周辺空撮 大阪城周辺空撮 海洋情報都市 関西国際空港コンペ当選案 花と緑の博覧会会場 大阪ビジネスパーク 大阪駅周辺 神戸ハーバーランド 関西国際空港 南港 明石海峡大橋 生田神社 JR 京都駅ビル 西梅田ガーデンシティ 大阪国際会議場 NHK 大阪新放送会館 USJ 付近のホテル建設 なんばパークス 新関電ビル 震災から 10 年 神戸の街 京都迎賓館 西本願寺御影堂 なんばパークス 阪神甲子園球場 奈良東大寺大仏 大阪駅周辺 大阪駅北地区の高層ビル群 阿倍野ハルカス 伊勢神宮 通天閣 姫路城 フェスティバルシティ

1989 年度の支部組織

震災から 5 年　JSCA の活動

－７－

JSCA関西H26年度研修旅行　旅行記
（11月7～8日）

日本建築総合試験所
　　　　　　　　　　　　　角　　彰

□研修旅行再開
　全国に先駆けて始まった伝統を持つ
JSCA関西研修旅行が久しぶりに再開す
ると連絡を受け、また「岡山県真庭市と湯
原温泉」と聞いて、一体何が見学できるの
か興味津々で参加しました。参加者は安
井支部長はじめ19名で期待以上には集ま
りませんでしたがお蔭で全員一人掛けの
ゆったりバス旅となりました。
　11月７日、西梅田を９時に出発、慌ただ
しい日常を離れて観光バスは中国自動車
道、米子自動車道をひた走りました。真庭
市役所訪問の後、勝山町街並み保存地区
で昼食、しばし観光。午後から真庭市のバ
イオマス事業への取り組みをじっくりと見
学しました。日暮れのころには美作三湯の
名湯湯原温泉に到着、露天完全混浴“砂
湯”を満喫ののち大宴会となりました。
　11月８日は朝湯から始まり、午前中に銘
建工業㈱の集成材工場およびCLT工場を
見学、木質構造材の製作をみっちり勉強し
ました。帰路には磯崎新の作品、津山市
奈義町現代美術館に立ち寄り、盛り沢山
の研修を無事に終了いたしました。
　企画運営いただいた皆様，本当にあり
がとうございました。
□バイオマスタウン真庭
　真庭市は岡山県北部の県内最大の面積
を誇る市で、面積の80％が森林のまちで
す。ここで地元の若手リーダーが集まる

「21世紀の真庭塾」が中心になってバイ
オ資源を活用するバイオマスタウン真庭の
取り組みが進んでいます。これは林業から
発生する年間８万トンの木質副産物（廃
材）をエネルギー源や新製品として再資源
化する事業で、循環型社会の構築と地域
コミュニティーの再生を目指したもので
す。最初の見学は銘建工業㈱の工場で集
成材製造時に発生する大量のカンナ屑を
エネルギー源とする所内発電施設、および
これを使った固形燃料ペレットの製造施
設でした。ペレットは燃料としてストーブを
はじめ温水プール、農業用ハウス、市役所
のボイラー熱源として広く利用されている
ことを知りました。次に真庭バイオマス集
積基地を見学しました。ここには各種の木
質未利用材、例えば森林の下刈り、枝落と
し等で発生する廃材、製材所から出る端
材、樹皮などの廃材、庭木の剪定からでる
廃材など、市民から持ち込まれるあらゆる
未利用材が持ち込まれ燃料や各種原料に
再加工されています。微粉末として化粧品
とするものやプラスチック製品の材料とす
る開発等が研究中であることにも驚きまし
た。またこの基地近くには、2015年春から
稼働するバイオマスによる官民一体の発
電所の建設が進んでいました。
□集成材とＣＬＴの製造工場見学
　全国トップクラスの集成材メーカー銘建
工業㈱にお邪魔して、集成材の製造工程
を見学しました。素材の等級選別、樹脂塗
布および圧着工程が完全自動化で大量製
産していく様子は壮観でした。しかし、素
材の板材が北欧からの完全輸入であるこ
とは森林に囲まれた真庭市で何とも納得
できない現状でした。
　同じく銘建工業でCLT製造の様子を見

学しました。CLTは直交２方向に交互に接
着された面材でヨーロッパでは高層ビル
構造材としても実用化が進んでいます。我
が国でも日本CLT協会が組織され、基準
強度設定のための研究が銘建工業を中心
に進んでいる様子を理解することができ
ました。新しい木質構造建築の出現が真
近いこと、それが岡山の山中で着実に進ん
でいることに頼もしい思いを持ちました。
□真庭市街めぐり
　最初に真庭市庁舎を見学しました。同
行した近藤氏が構造設計者である庁舎は
木造の内装で統一され暖かく落ち着きの
ある庁内と檜の木組みが美しい玄関庇通
路、日本で最初のCLT造のバス待合など、
森林文化を表現した建物でした。勝山町
街並み保存地区は江戸時代の雰囲気を伝
える伝統木造建築の家並みと現代デザイ
ンのれんが軒を連ねるユニークな街並み
でした。観光客に迎合した過剰な和風強
調の街ではなく日常がそのまま日本の懐
かしさを伝える町として、“地方創生”の模
範となることが期待されます。
□おわりに
　湯原温泉での一泊は初対面の会員同士
も打ち解けて楽しい時間を共有できまし
た。来年も有意義で，かつ親睦を深める
研修企画が実行されることを心より期待し
ています。

参加者一同

真庭市役所玄関　檜の木組み
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JSCA関西H28年度視察研修　研修録
　　　　　　　　　（11月11日～12日）

㈱日建設計
　　　　　　　　　　　塚越　治夫

■はじめに
　昨年は兵庫県淡路島を訪れる視察研修
を実施しましたが、今年は「東海地方で伝
統技術と先端技術を学ぶ」と題して、施工
中の建物の現場や名古屋大学減災館、明
治村の見学等を行いました。またJSCA中
部支部との交流も図りました。参加者は合
計32名で、昨年より多くの方に参加をいた
だきました。私は視察研修を企画した事
業委員会のメンバーの１人ですが、天候に
も恵まれ、私自身も大いに楽しみ、学ぶこ
とのできた研修となりました。

■1日目
　１日目は大阪駅近くの大阪モード学園前
に集合し、バスで名古屋方面に向かいまし
た。１日目のスケジュールは、
①津市産業スポーツセンターの現場見学
②名古屋大学減災館の見学
③名古屋市内の建物見学
④ホテルにて懇親会
となっています。
　津市産業スポーツセンターは、来年10
月オープン予定のスポーツ＆コンベンショ
ン施設です。既設の展示場施設の隣に、大
小２つのアリーナと屋内プール、柔剣道場
等を新たに整備するもので、建物の愛称
は、津市出身のレスリング選手・吉田沙保
里さんから取って「サオリーナ」と命名さ
れています。現場は躯体工事から仕上げ工
事に移る段階で、メインアリーナの屋根ト
ラス梁（スパン約37ｍ）やそれを支える
柱脚などを間近に見学することができまし
た。

　バスの中で昼食を済ませ、名古屋大学
減災館に向かいました。減災館は免震構
造の建物で、最初に名古屋大学教授・福
和先生の講義「本音トーク」を伺い、その
後先生ご自身のご説明で施設を案内して
いただきました。講義では過去の歴史地
震から得られた防災上の教訓や熊本地震
で観測された地震記録や被害の話、建物
の地震入力の考え方などを、映画「シン・
ゴジラ」の話なども交えながら、分かりや
すく説明していただきました。「ベースシア
って一言でいうと何？」など、時々出される
質問に、？？？となってしまったのは私だけ
でしょうか？減災館の屋上にある減災・体
感実験室は、アクチュエータで加振するこ
とができる施設で、我々も実際に長周期
地震動の揺れを体験することができまし
た。

　市内見学をして、宿泊先である名鉄犬山
ホテルに到着。温泉で汗を流した後は
JSCA中部支部の方々にもご参加いただ
き、懇親会を開催しました。今年も日本設

計・上森さん厳選の名（迷？）クイズで大
いに盛り上がりました。

■2日目
　2日目のスケジュールは、
⑤国宝犬山城、日本庭園有楽苑の散策
⑥博物館明治村の見学
です。明治村は昭和40年にオープンした
明治・大正期の有名建造物等を移築保存
している野外博物館で、現在は広大な敷
地の中に合計68件の建造物があります。
当日は施設の方に代表的な建物を案内し
ていただきました。そのうちのひとつ「帝
国ホテル中央玄関」では、代表的な材料
が、すだれレンガ、大谷石、テラコッタであ
り、それらをどのような考え方で保存・復
元しているかについて丁寧に解説していた
だきました。建物移築にあたっては、その
時点での基準法に適合させる必要があ
り、現在は耐震補強も意識しながら維持
保存をしているとのこと。過去に来館経験
がある参加者から「新たな発見があった」
や、別の方から「また来てゆっくり見たい」
などの感想をいただけたことが印象的で、
うれしく感じました。

■おわりに
　今回の企画にあたっては、中部支部の
方に大変お世話になりました。ありがとう
ございました。来年は今年以上に幅広い
年代の方に参加いただけるよう、より充実
した視察を考えたいと思います。

メインアリーナ内部 宿泊ホテルの前で集合写真

屋根トラス梁の柱脚部

減災館での震動体験

帝国ホテル中央玄関の内部
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水平方向設計用入力地震動
　大阪府市の予測波形を分析すると、比
較的フラットな応答スペクトル形状を示す
ケースもある一方で、非常に大きく、かつ周
期特性の明瞭なケースがある。このような
地震動の傾向を反映するものとして、水平
方向の設計用入力地震動は、下記の地震
動①と②のセットで設計に用いるものとし
て提示する。
水平地震動①：フラットな速度応答特性を
持つ設計用応答スペクトルで入力地震動
を定め、このスペクトルに適合する模擬地
震動
水平地震動②：予測波から選定された卓
越周期特性の強いパルス性地震動
　それぞれゾーン毎、方向毎、3段階のレ
ベル毎（地震動②はレベル３Aはなし）に
各３波ずつ提示する。地震動①はレベル2
の告示波と比べて3Aレベルはおよそ1.2
倍前後、3Bレベルは1.5倍前後、3Cレベル
は1.8倍前後、地震動②は周期帯によって
はそれを上回る強さとなっている。
4.目標とする耐震性能
　本指針で扱う内陸直下型地震は、今後
30年以内の発生確率は２～３％と言われ
ている一方で、多くのケースが考えられる
断層破壊パターンに応じて予測地震動の
大きさに大きな幅があり、個々の建設地に

おいて非常に大きな影響を及ぼす地震の
発生確率は、海洋型地震に比べて、かなり
低い確率であると考えられる。従って、高層
建築物等の一般的な耐震性能目標より
も、倒壊・崩壊に対して、より踏み込んだ次
の状態に至ることを許容する。
限界状態�：下記の終局的な限界状態Ⅱ
に対してある程度の余裕があり、非倒壊の
保証を目標とする限界状態として設定す
る。「本震でこの状態におさまっていればあ
る程度の余震にも耐えることができ、一定
期間の使用が可能な状態（応急対策が必
要な場合もある）」と位置づける。
限界状態�：最新の研究レベルを踏まえ
て設定する建築物が倒壊しない限界の状
態。この状態を確認するためには詳細な解
析や、さらなる調査・研究を必要とする場
合がある。
　以上のように、３段階の設計用地震動レ
ベルと、２段階の終局安全性に対する耐震
クライテリアを設ける。設計者はこれらにつ
いて建築主に背景を十分説明し、どの組
み合わせを採用するかを協議し、設定す
る。
図3にこれら設計用地震動レベルと耐震ク
ライテリアの関係の概念を示す。
グレードⅠ（仮称：以下同様）は、レベル３Ａ
の設計用地震動に対して限界状態Ⅰ以下

に留まることを目標としたもので、相対的な
関係として、基準法の極稀地震に対しては
それ以下の損傷に、また限界状態Ⅱに達
するのはレベル３Ａより大きな地震動とな
る。同様にグレードⅡはレベル３Ｂの、グレ
ードⅢはレベル３Ｃの設計用地震動に対し
て限界状態Ⅰ以下に留まることを目標とし
ている。なお、限界状態は検証方法の違い
等によって若干幅のある評価となるので、
その領域を斜め線で示している。
　いずれも法を超えるレベルの地震動を
対象とするものであるため、その適用は、建
築主と設計者の自主的な判断によるもの
であるが、新築建物については、

「３Ｂレベルに対して、限界状態Ⅰ以下とす
る。」ことを推奨したい。

　以上、概要をお示ししましたが、３月頃に
は一旦成果を公表すべく、現在各種構造
の具体的なクライテリアの詰め等を行って
います。研究会活動の過程で今後の課題
もいくつか浮かび上がってきましたが、まず
は行動を起こすためのガイドラインをお示
しできるところまで漕ぎ着けました。ご期待
ください。
１） 大阪府、大阪府自然災害総合防災対
策検討（地震被害想定）報告書、平成19
年３月

図１ 上町断層帯で想定された震源断層の位置

図２ 大阪市域のゾーニング

図３ 想定する地震動レベルと設計クライテリアの関係イメージ
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